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あけましておめでとう！
今年こそは、ゆるキャラ
グランプリで100位以内
を目指してがんばるので、
応援よろしくね。

今年の干支「午」と「はにぽん」
表紙写真：今年の干支の馬に会いに、「駿ホースクラブ」には
にぽんが行ってきました。たくさんの馬やポニーと一緒に遊
んだり、りんごをあげたりしました。今回は挑戦できなかっ
たけど、次回こそ乗馬に挑戦してみたいと思う「はにぽん」
なのでした。

まちのデータ（2013.12.1現在）
人　口 79,961（－  9）
　男 39,647（－  7）
　女 40,314（－  2）
世帯数 32,541（＋ 20）
（　）内は前月との比較

●  年頭のごあいさつ …………………………………………………………２
●  本庄市長選挙・本庄市議会議員一般選挙
　  　　　　　　　の投票日は１月26日㈰です …………………………３
●  税の申告その前に …………………………………………………………８
●  休日急患の診療 ……………………………………………………………27

● 今月の主な内容
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本庄市長選挙・本庄市議会議員一般選挙
の投票日は１月26日（日）です

　２月４日に任期満了となる本庄市長、本庄市議会議員一般選挙（定数22人）を１月19日㈰に告示し、
１月26日㈰に投開票を行います。
　この選挙は、市民のみなさんの意思を市政に反映させるための代表者を決めるたいへん重要な選挙です。
みなさんで投票しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　★選挙管理委員会事務局☎㉕１１８７

●
立
候
補
届
出

日
時　

１
月
19
日
㈰　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

場
所　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

●
投
票

日
時　

１
月
26
日
㈰　
午
前
７
時
〜

午
後
８
時

場
所　

各
投
票
所

●
開
票

日
時　
１
月
26
日
㈰　
午
後
９
時
〜

場
所　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

　

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
り
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

①
住
所
要
件

　

平
成
25
年
10
月
18
日
ま
で
に
本

庄
市
に
転
入
し
、
投
票
日
当
日

ま
で
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し

て
い
る
人

②
国
籍
・
年
齢
要
件

　

平
成
６
年
１
月
27
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
日
本
国
籍
の
人

　

告
示
日
以
後
、
世
帯
ご
と
に
封

書
で
郵
送
し
ま
す
。

　

紛
失
し
た
場
合
は
、
投
票
所
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で

再
発
行
し
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
な

ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
場
合
は
、

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き
ま
す
。

期
間　

１
月
20
日
㈪
〜
25
日
㈯

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

　

時
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、

総
合
支
所
仮
庁
舎
第
２
会
議
室

※
ど
ち
ら
の
期
日
前
投
票
所
で
も

投
票
で
き
ま
す
。

※
投
票
所
入
場
券
の
裏
面
が
期
日

前
投
票
宣
誓
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

期
日
前
投
票
所
に
お
持
ち
い
た
だ

く
と
受
付
が
早
く
済
み
ま
す
。

　

選
挙
公
報
は
、
各
候
補
者
の
氏

名
、
経
歴
、
政
見
な
ど
を
有
権
者

の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た

め
に
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　

１
月
22
日
㈬
の
新
聞
朝
刊
（
読

売
・
朝
日
・
毎
日
・
産
経
・
東
京
・

日
経
・
埼
玉
）
に
折
り
込
む
予
定

で
す
。
市
役
所
や
総
合
支
所
仮
庁

舎
、
各
公
民
館
な
ど
に
も
用
意
し

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
郵

送
を
希
望
す
る
人
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、選
挙
公
報
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

初
め
に
市
長
選
挙
の
投
票
を
行

い
、
次
に
市
議
会
議
員
選
挙
の
投

票
を
行
い
ま
す
。
投
票
用
紙
は
、

そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
投
票
箱
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
長
選
挙
は
午
後
10
時
か
ら
、

市
議
会
議
員
選
挙
は
午
後
10
時
30

分
か
ら
開
票
速
報
を
行
い
、
シ
ル

ク
ド
ー
ム
に
掲
示
し
ま
す
。
午
後

10
時
30
分
以
降
は
、
開
票
が
確
定

す
る
ま
で
１
時
間
ご
と
に
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電

話
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
開
票
速
報
も

行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
開
票
速
報
電
話
サ
ー
ビ
ス
（
応

答
専
用
装
置
）

☎
０
１
８
０―

９
９
４―

７
８
０

○
第
26
投
票
所

　

秋
平
保
育
所
か
ら
秋
平
小
学
校

体
育
館
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
児
玉
町
児
玉
南
１
丁
目
〜
４
丁

目
に
お
住
ま
い
の
人

　

投
票
所
は
、
第
22
投
票
所
（
児

玉
公
民
館
）
に
な
り
ま
す
。

選
挙
日
程

投
票
で
き
る
人

投
票
所
入
場
券

選
挙
公
報

期
日
前
投
票

投
票
の
順
序

開
票
速
報

〜
ご
確
認
く
だ
さ
い

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
〜

　

本
市
が
推
進
し
て
い
る
「
埼
玉

エ
コ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や

「
本
庄
早
稲
田
の
杜
づ
く
り
」
は
、

交
通
の
利
便
性
や
災
害
が
比
較
的

少
な
い
地
勢
を
い
か
し
、
埼
玉
県

や
早
稲
田
大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、

北
関
東
に
向
け
開
け
た
拠
点
と
し

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
新
た
な
顔

と
し
て
の
ま
ち「
環
境
共
生
都
市
」

の
実
現
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
策
の
展
開
と
あ
わ
せ
、

今
後
は
「
人
も
地
域
も
元
気
で
健

康
な
都
市　

本
庄
」
を
テ
ー
マ
に
、

既
成
市
街
地
の
諸
課
題
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
な
ど
、
将
来
に
わ
た
り
健

や
か
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
私
は
、市
の
将
来
像「
あ

な
た
が
活い

か
す
、
み
ん
な
で
育
む
、

安
全
と
安
心
の
ま
ち
本
庄
〜
世
の

た
め
、
後の
ち

の
た
め
〜
」
の
実
現
に

向
け
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

課
題
の
解
決
と
新
時
代
を
ひ
ら
く

ま
ち
づ
く
り
に
魂
を
込
め
、
着
実

に
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
、
よ
り
一
層
の

お
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

す
っ
か
り
お
な
じ
み
と
な
っ
た

市
マ
ス
コ
ッ
ト
は
に
ぽ
ん
は
、
お

誕
生
会
に
多
数
の
お
子
さ
ん
が
つ

め
か
け
る
な
ど
大
人
気
。「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３
」

で
も
健
闘
し
ま
し
た
。
は
に
ぽ
ん

を
応
援
し
て
投
票
し
て
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
と
し
て
、

「
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
」

「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

「
総
合
交
通
計
画
」

な
ど
を
策
定
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
定
め
ま
し
た
。

　

一
方
で
国
内
に
お
い
て
は
安
倍

内
閣
が
デ
フ
レ
脱
却
を
目
指
し
、

一
定
の
効
果
が
上
が
っ
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
現
状
は
厳
し
い

状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
だ
か
ら

こ
そ
、
自
治
体
が
自
ら
課
題
の
解

決
と
、
自
ら
地
域
の
魅
力
と
可
能

性
を
最
大
限
い
か
し
、
市
民
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
着
実
に
、
力
強
く
、

市
政
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
が
、

ひ
い
て
は
我
が
国
全
体
の
安
全
・

安
心
の
元
気
な
社
会
づ
く
り
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
私
は
確
信
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
26
年
の
新
春

を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
市
政
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
本
市
に
と
り
ま
し
て
明

る
い
話
題
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
年

で
し
た
。
私
が
選
ん
だ
代
表
的
な

も
の
を
５
つ
あ
げ
ま
す
と
、

「
国
道
17
号
本
庄
道
路
着
工
。
起

工
式
を
開
催
」

「
本
庄
早
稲
田
の
杜
に
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
『
ベ
イ
シ
ア
ゲ
ー

ト
本
庄
早
稲
田
』
オ
ー
プ
ン
」

「
市
内
循
環
バ
ス
に
代
わ
る
デ
マ

ン
ド
交
通
、
シ
ャ
ト
ル
便
の
運
行

開
始
」

「
本
庄
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理

に
関
す
る
条
例
制
定
。
空
き
家
対

策
取
り
組
み
強
化
」

「
ガ
ラ
ス
小
玉
鋳
型
出
土
（
薬
師

堂
東
遺
跡
）
全
国
初
の
完
形
品
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

サ
イ
ク
ル
社
会
実
験
実
施
」「
本

庄
早
稲
田
駅
南
口
広
場
完
成
」「
東

京
五
輪
招
致
出
陣
式
に
市
代
表
が

参
加
」
等
の
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。
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平
成
25
年
度

　

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議

（
11
月
19
日
）

第
57
回
埼
玉
県
公
衆
衛
生
大
会

（
11
月
22
日
）

第
29
回
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル

（
10
月
27
日
）

平
成
25
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

埼
玉
県
大
会

第
28
回
国
民
文
化
祭･

や
ま
な
し

２
０
１
３　

文
芸
祭
俳
句
大
会

　
（
11
月
３
日
）

ございます
各賞が次のとおり発表され、本市では次のみなさんが

受賞おめでとう
それぞれ受賞しました。おめでとうございます。

平成25年度県民の日記念式典（11月14日）

知
事
表
彰

地
方
自
治
功
労

消
防
功
労

交
通
安
全
功
労

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

保
健
衛
生
功
労

健
や
か
な
心
身
を

育
て
る
活
動

住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を

つ
く
る
活
動

小林 弘子 氏
（鵜森）

第
42
回
「
県
民
の
日
」

記
念
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

知
事
賞
（
敬
称
略
）

◎
小
学
生

「
カ
マ
キ
リ
と
あ
そ
ん
だ
よ
」

　

ダ
シ
カ　

ル
ヴ
ィ
シ
ャ
ン

（
本
庄
東
小
１
年
）

「
ざ
り
が
に
だ
い
す
き
」

　

冨
岡　

勇
我
（
金
屋
小
１
年
）

「
角
折
神
社
」

　

高
柳　

妃
菜
（
旭
小
４
年
）

「
窓
か
ら
見
え
る
風
景
」

　

中
澤　

海
成（
本
庄
南
小
５
年
）

◎
中
学
生

「
昼
の
街
並
み
」

　

原　

葵
衣
（
本
庄
東
中
３
年
）

第
42
回
「
県
民
の
日
」

記
念
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

入　

選
（
敬
称
略
）

◎
小
学
生

「
ぼ
く
が
考
え
た
埼
玉
県
の
未
来
」

　

内
野　

泰
丞
（
藤
田
小
５
年
）

◎
中
学
生

「
笑
う
埴
輪
の
町
」

　
小
笠
原　

友
樹（
本
庄
南
中
２
年
）

「
私
も
住
ん
で
い
る
素
敵
な
街
」

　

鹿
田　

葵
依（
本
庄
西
中
３
年
）

「
大
好
き
な
故
郷
」

　

茂
木　

美
海（
本
庄
西
中
３
年
）

青
少
年
育
成
功
労
賞

公
衆
衛
生
事
業
功
労

平成25年度第39回埼玉県民生委員・
児童委員大会（９月12日）

民
生
委
員
及
び
児
童
委
員
功
労
賞

平成25年度埼玉県社会福祉大会
　　　　　　　（11月22日）

全
書
会
会
長
賞
（
敬
称
略
）

　

横
尾　

彩
果
（
北
泉
小
２
年
）

審
査
委
員
会
賞
（
敬
称
略
）

　

布
袋
屋　

咲
来（
北
泉
小
４
年
）

笛
吹
市
長
賞
（
敬
称
略
）

◎
小
・
中
・
高
校
生
の
部

　
「
し
も
ば
し
ら

　
　
　

ふ
め
ば
ふ
む
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　

歌
う
ん
だ
」

　

戸
塚　

美
咲
（
藤
田
小
４
年
）

奨
励
賞
（
敬
称
略
）

　

高
山　

彩
花（
本
庄
南
中
２
年
）

　

山 

下　

千
怜（
本
庄
東
高
等
学
校

附
属
中
２
年
）

＊
市
内
中
学
校
の
み
抜
粋

知
事
表
彰

知
事
表
彰

野口 茂 氏
（北堀）

岡芹 文一 氏
（今井）

関口 隆敏 氏
（児玉町飯倉）

栗原 勝美 氏
（東台２丁目）

五十嵐 龍藏 氏
（若泉１丁目）

後藤 芳生 氏
（日の出１丁目）

小 田 子 氏
（児玉町秋山）

松本 正明 氏
（寿２丁目）本庄市食生活改善推進員協議会

中嶋 三郎 氏
（栄２丁目）

清水 正一 氏
（中央２丁目）

松岡 茂子 氏
（中央１丁目）

設楽 郁枝 氏
（本庄３丁目）

坂上 信子 氏
（朝日町３丁目）

小  康子 氏
（四季の里２丁目）

植原 修平 氏
（小島南１丁目）

山田 秀一 氏
（千代田２丁目）

桺澤 ふで子 氏
（日の出３丁目）

髙橋 幸子 氏
（朝日町２丁目）

小野寺 幸喜 氏
（駅南１丁目）

遠藤 美奈子 氏
（駅南２丁目）



環
境
衛
生
功
労

社
会
福
祉
功
労

教
育
文
化
功
労

産
業
功
労

市
の
公
益
功
労
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―

市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
・
団
体
を
表
彰―

平
成
25
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式

　

市
で
は
、
市
民
の
生
活
・
文
化

の
向
上
や
社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
、

市
政
に
対
し
て
特
に
功
労
が
あ
り
、

他
の
模
範
と
な
る
人
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。　

　

11
月
22
日
に
市
役
所
大
会
議
室

で
、
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

み
な
さ
ん
に
市
長
が
表
彰
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

木
村　

臣
良　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

髙
橋　

�
雄　
　
（
駅
南
１
丁
目
）

塚
越　

�　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

片
貝　

彌
生　
　
（
見
福
２
丁
目
）

関
口　

幸
男（
さ
い
た
ま
市
南
区
）

矢
部　

喜
明　
　
（
本
庄
３
丁
目
）

見
酉　

眞
喜
子（四

季
の
里
２
丁
目
）

島
田　

享　
　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

坂
田　

雅
弘　
　
（
本
庄
３
丁
目
）

伊
　

智
枝
子（
下
野
堂
３
丁
目
）

神
　

侃
大　
　
（
銀
座
３
丁
目
）

関
根　

雅
美　
　
（
中
央
３
丁
目
）

大
沢　

由
美
子　
（
高
崎
市
新
町
）

鈴
木　

和
喜　
（
児
玉
町
八
幡
山
）

新
井　

行
雄　
　
　
　
（
西
富
田
）

岩
片　

滿
彦　
（
児
玉
町
八
幡
山
）

鈴
木　

勝　
　
　
（
若
泉
３
丁
目
）

株
式
会
社
シ
ェ
リ
エ（児

玉
町
秋
山
）

坂
本　

泰
祐　
　
（
児
玉
町
児
玉
）

埼
玉
県
立
本
庄
北
高
等
学
校
同
窓

会　
　
　
　
　
（
深
谷
市
普
済
寺
）

細
野　

林
之
助（
日
の
出
３
丁
目
）

三
友　

敏
雅　
（
東
京
都
多
摩
市
）

三
友　

基
雄　
　
（
東
台
５
丁
目
）

本
庄
商
工
会
議
所（朝

日
町
３
丁
目
）

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
４

　

11
月
22
日
、
平
成
24
年
度
に
完

成
し
た
市
発
注
の
建
設
工
事
に
お

い
て
、
特
に
優
秀
な
成
績
で
完
成

し
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
請

負
業
者
と
そ
の
技
術
者
に
対
し
、

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

請
負
業
者　

株
式
会
社
本
庄
土
建

技
術
者　

堀
越　

雅
弘　

工 

事
名　

小
島
中
通
り
線
道
路
改

築
工
事

請
負
業
者　

株
式
会
社
渋
沢

技
術
者　

佐
藤　

信
寿　

工 

事
名　

本
庄
市
立
藤
田
小
学
校

体
育
館
耐
震
補
強
工
事

請
負
業
者　

有
限
会
社
植
睦

技
術
者　

小
澤　

敦　

工
事
名　

桃
花
木
公
園
整
備
工
事

★
財
政
課
☎
㉕
１
１
６
５

保
健
功
労

自
治
功
労

受
賞
者

（
敬
称
略
・
受
賞
名
簿
順
）

受
賞
者
（
敬
称
略
）

土
木
工
事
部
門

建
築
工
事
部
門

そ
の
他
工
事
部
門

特別支援教育補助教員
応募資格　小学校又は中学校の教員免許状を有する
65歳未満の人（有効期限をご確認ください）
募集人数　数人
勤務場所　市立小・中学校（教育委員会が指定）
仕事内容　①主に特別支援学級に在籍する児童・生
徒への支援　②授業や学校生活における補助　ほか
勤務条件　①勤務時間 １日７時間45分、年間165
日以内（校長が指定）　②賃金 １日9,300円　③
任期 ４月１日～３月26日（更新１回あり）　④
労災保険・社会保険（健康保険・厚生年金）・雇
用保険あり
日本語指導教室支援員（通訳）
応募資格　65歳未満の人（主にスペイン語・ポル
トガル語等を翻訳できる人）
募集人数　数人　
勤務場所　市立小・中学校（教育委員会が指定）
仕事内容　①日本語指導教室に係る通訳と日本語指
導補助　②学校・学級だより等の翻訳　ほか
勤務条件　①勤務時間 １日５時間45分、年間200
日以内（校長が指定）　②賃金 １日9,300円　③
任期 ４月１日～３月26日（更新１回あり）　④
労災保険あり、社会保険（健康保険・厚生年金）
なし、雇用保険あり
学習補助教員
応募資格　小学校又は中学校の教員免許状を有する
65歳未満の人（有効期限をご確認ください）
募集人数　数人　
勤務場所　市立小学校（教育委員会が指定）
仕事内容　①担任と協力した授業のサポート　②学
力向上に関すること　ほか
勤務条件　①勤務時間 １日５時間、年間165日以
内（校長が指定）　②賃金 １日6,000円　③任期
４月１日～３月26日（更新１回あり）　④労災保
険あり、社会保険（健康保険・厚生年金）なし、
雇用保険あり
さわやか相談員
応募資格　65歳未満の人
募集人数　数人　
勤務場所　市立中学校さわやか相談室など
仕事内容　①児童生徒との相談・援助に関すること
②いじめ・不登校などの対応に関すること　ほか

　教育委員会では、学校で働く臨時職員を次のとおり募集します。応募書類・募集要項は、学校
教育課（市役所４階）で配布します。申し込みの際は、応募書類を１月17日㈮までに学校教育
課へ直接提出してください。仕事内容について、詳しくは募集要項をご覧ください。

勤務条件　①勤務時間 １日５時間、年間220日以
内（校長が指定）　②賃金 １日5,000円　③任期
４月１日～３月26日（更新１回あり）　④労災保
険あり、社会保険（健康保険・厚生年金）なし、
雇用保険あり
学校生活支援員
応募資格　65歳未満の人
募集人数　30～35人程度　
勤務場所　市立小・中学校（教育委員会が指定）
仕事内容　①学校での学習補助　②学校での生活補
助　③発達障害児童生徒への支援　④児童生徒へ
の相談活動　ほか
勤務条件　①勤務時間 １日４時間、年間150日以
内（校長が指定）　②賃金 １日3,200円　③任期
４月１日～３月26日（更新１回あり）　④労災保
険あり、社会保険（健康保険・厚生年金）なし、
雇用保険なし

　教育支援センター（ふれあい教室）

【１．教育支援センター指導員】
勤務条件　①勤務時間 １日６時間（午前９時～午
後３時45分）、年間233日以内（教育委員会が指
定）　②賃金 １日8,400円　③任期 ４月１日～
３月26日（更新１回あり）　④労災保険・社会保
険（健康保険・厚生年金）・雇用保険あり

【２．教育支援センター準指導員】
勤務条件　①勤務時間 １日５時間（午前10時～午
後３時45分）、年間191日以内（教育委員会が指
定）②賃金 １日5,750円　③任期 ４月１日～３
月26日（更新１回あり）　④労災保険あり、社会
保険（健康保険・厚生年金）なし、雇用保険あり

《１．２．共通項目》
応募資格　小学校又は中学校の教員免許状を有する
65歳未満の人（有効期限をご確認ください）
募集人数　各１人
勤務場所　教育支援センター［ふれあい教室（旧勤
労会館２階）］
仕事内容　①悩みなどの相談・援助に関すること　
②学習指導・相談に関すること　③スポーツ・レ
クリエーション活動の指導に関すること　④その
他不登校などの対応に関すること

学校の臨時職員を募集します
★学校教育課☎㉕１１８３

平
成
25
年
度
優
秀
工
事
表
彰



平成26年1月1日号 89

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

（
左
ペ
ー
ジ
）も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●申告日程表（受付時間：午前９時～正午、午後１時～４時）

　

２
月
13
日
㈭
か
ら
19
日
㈬
ま
で

の
申
告
相
談
は
、
セ
ル
デ
ィ
で
行

い
ま
す
。
市
役
所
で
の
申
告
相
談

は
２
月
20
日
㈭
か
ら
と
な
り
ま
す

の
で
、
日
程
表
を
ご
確
認
の
う
え
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
越
し
く

だ
さ
い
。

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
へ

　

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
は
、
１
月
６
日
㈪
か
ら

本
庄
税
務
署
に
提
出
又
は
ｅ―

Ｔ

ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
間
中
は
会
場
が
非
常
に

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
還
付
申
告

を
す
る
人
は
早
め
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

　

収
入
や
所
得
が
な
く
て

も
申
告
は
必
要
で
す
か
？

　

収
入
や
所
得
が
な
く
て

も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、
市
民
税
・
県
民
税
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
16
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
と
そ
の
世
帯
主

・
介
護
保
険
加
入
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

・
市
営
・
県
営
住
宅
入
居
者

・
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
な

人

　

市
で
は
、
２
月
13
日
㈭
か
ら
３
月
17
日
㈪
ま
で
「
平
成
26
年
度
市
民

税
・
県
民
税
申
告
」
と
「
平
成
25
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
」（
還
付

申
告
な
ど
の
簡
易
な
申
告
の
み
）
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

日
程
表
（
下
表
）
と
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
人
は
、
期
限
内
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
課
税
課
☎
㉕
１
１
２
３

税
の
申
告
そ
の
前
に

〜
申
告
の
日
程
と
、
よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
〜

ＱＡ

月 日 曜日 　　　　　　　　地　　　　　　　区 会場

２　

月

13 木 児玉南、第一金屋、第二金屋、第三金屋、長沖
セルディ

大・中会議室
14 金 宮内、飯倉、田端、保木野、塩谷、高柳
17 月 秋山、風洞、西小平、東小平
18 火 長浜町、鍛治町、上町、下町
19 水 仲町、新町、連雀町、本町、本泉全域
20 木 南、前原、緑、栗崎

市役所６階
大会議室

21 金 東台、住居表示外（照若町・本町・台町・諏訪町）
24 月 日の出
25 火 朝日町、五十子、早稲田の杜、東富田、今井
26 水 四季の里、北堀、西五十子、東五十子、四方田
27 木 寿、けや木
28 金 傍示堂、鵜森、堀田、滝瀬、宮戸、小和瀬

３　

月

2 日 市内全域（市民税・県民税申告優先）
3 月 牧西、仁手、下仁手、久々宇、田中、上仁手
4 火 沼和田、山王堂、杉山、新井、三友、都島、万年寺
5 水 千代田、見福
6 木 中央、本庄
7 金 若泉、銀座
10 月 駅南、吉田林、上真下、下真下、共栄全域、高関
11 火 栄、柏
12 水 小島
13 木 西富田、蛭川、下浅見、入浅見
14 金 小島南、下野堂
17 月 市内全域（市民税・県民税申告優先）

　

医
療
費
控
除
を
受
け
た

い
の
で
す
が
、
必
要
な
書

　

支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
と
「
医
療
費
の
明
細

書
」
が
必
要
で
す
。
事
前
に
診
療

を
受
け
た
人
ご
と
・
医
療
機
関
ご

と
の
明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
収
支
内
訳
書
と
同
様
に
、
市

で
は
明
細
書
の
作
成
は
し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
健
康
保
険
、
生
命
保
険

の
制
度
等
か
ら
の
補
填
金
分
は
、

医
療
費
か
ら
差
し
引
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
明
細
書
を
作
成

す
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
「
医
療
費
の
明
細
書
」
は
、
税

務
署
、
課
税
課
（
市
役
所
１
階
）、

市
民
福
祉
課（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）

の
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

ＱＡ
　

営
業
収
入
等
の
収
支
内

訳
書
は
市
で
作
成
し
て
も

　

作
成
は
し
ま
せ
ん
。
営

業
収
入
、
農
業
収
入
、
不

動
産
収
入
等
の
あ
る
人
は
、
事
前

に
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
く
だ

さ
い
。
収
支
内
訳
書
が
作
成
さ
れ

て
い
な
い
と
、
申
告
を
受
け
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ＱＡ

　

確
定
申
告
を
し
て
、
所

得
税
が
非
課
税
に
な
り
ま

　

所
得
税
と
市
民
税
・
県

民
税
で
は
、
控
除
の
金
額

や
課
税
の
計
算
方
法
が
異
な
る
た

め
、
同
じ
所
得
金
額
で
も
所
得
税

は
非
課
税
で
、
市
民
税
・
県
民
税

は
課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
確
定
申
告
を
す
る

際
に
は
、
社
会
保
険
料
控
除
、
生

命
保
険
料
控
除
、
障
害
者
控
除
、

寡
婦
（
夫
）
控
除
、
扶
養
控
除
な

ＱＡ
　

申
告
で
は
、
ど
の
よ
う

な
書
類
が
必
要
で
す
か
？

　

次
の
書
類
等
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

② 

源
泉
徴
収
票
等
の
収
入
の
証
明

と
な
る
も
の
（
事
業
所
得
者
は

収
支
内
訳
書
等
、
利
子
や
配
当

が
あ
る
人
は
支
払
調
書
）

③ 

雑
損
、
医
療
費
、
社
会
保
険
料
、

生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
、

寄
附
金
の
控
除
を
受
け
る
人
は
、

領
収
書
又
は
証
明
書
等

※
国
民
年
金
保
険
料
を
控
除
に
と

る
人
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

付
さ
れ
て
い
る「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

④ 

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、

障
害
者
手
帳
な
ど

ＱＡし
た
が
、
市
民
税
・
県
民
税
は
課

税
さ
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
で
す
か
？

ど
を
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

ら
え
ま
す
か
？

類
は
何
で
す
か
？
市
で
作
成
し
て

も
ら
え
ま
す
か
？

税理士による無料税務相談をご利用ください
　下記の税理士事務所では、「平成25年分所得税確定申告」の申告相談及び申告書の作成を無料で行います。
　希望する人は、各税理士事務所に電話連絡のうえ、相談日時や必要書類等を確認してからご利用ください。
対 象　年収600万円以下の給与所得者で、医療費控除や住宅借入金等特別控除などの申告をする人、年金受給
者で確定申告が必要な人
●無料税務相談日程表（相談時間：午前９時30分～午後４時）
日程 税理士名 電話 事務所所在地

２月１日㈯
岩堀　　薫 ㉑１６７８ 朝日町
根岸　精一 ㉑２２３５ 五十子
根岸　孝明 ㉑９２６９ 栗崎
松本　和弘 33０３１５ 上里町三町

２月３日㈪
青木　貴子 ㉒３４９１ 南
坂本未知夫 ㉒３１７９ けや木
野沢　一雄 34２６９６ 上里町神保原町
山田　米雄 33６３６１ 上里町七本木

２月４日㈫
石田九洲男 ㉑６８５７ 本庄
木村　睦子 ㉓１１２０ けや木
黒澤　祥一 33１４１４ 上里町七本木

２月５日㈬
岩堀　忠雄 ㉑１６７８ 朝日町
黒田　浩次 ㉒６７４５ 見福
三沢　俊之 ㉑２８００ 朝日町

２月６日㈭
柴﨑　　厚 ㉒０６０６ 栄
菅沼　年男 72１０３１ 児玉町下浅見
塚本　富雄 76０６８４ 美里町下児玉

２月７日㈮
小暮眞一郎 33２１４１ 上里町勅使河原
多賀谷　実 ㉑７８７１ 見福
山下　政信 72１３１７ 児玉町吉田林

日程 税理士名 電話 事務所所在地
　

２月８日㈯
　

須永　秀和 ㉒４８６７ 前原
松本　純一 33０３１５ 上里町三町
三澤　力男 ㉕７９８８ 朝日町

　
２月10日㈪

　
　

浅見　秀子 ㉔０６７９ 西富田
櫻場　秀夫 ㉑３４３８ 前原
西尾　裕之 33６６７２ 上里町七本木
松本　悦子 ㉔１９６５ 若泉

　
２月12日㈬

　

池田　敦司 71７９０１ 西富田
松本　　健 ㉔５６１４ 本庄
真々田　豊 71４５２９ 東台

　
２月13日㈭

　

角谷　高之 ㉒５３７０ 駅南
田中　圭二 ㉒３７３３ 栗崎
田村加代子 33８８５９ 上里町金久保

　
２月14日㈮

　

田村　幸一 71７８０８ 下野堂
塚本　雅俊 71４９１０ 上里町七本木
目時　　悟 33８８５９ 上里町金久保

　
２月15日㈯

　

小川　　輝 ㉑０８８８ 牧西
藤井　桂一 ㉑３６２５ 見福
宮田　昌代 33２７６４ 上里町七本木

＊お問い合わせは、関東信越税理士会本庄支部（☎㉒７０９１）へ
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★子育て支援課☎㉕１１３０、市民福祉課☎72１３３３
　下表の各手当は、次代の社会を担う児童の家庭を経済的に支援することを目的とした福祉制度です。申請し、
認定されると、申請した月の翌月分からが支給の対象となります。また、各手当は重複して受給することもで
きます。該当する人は早めの手続きをお願いします。

高齢者とその家族の暮らしを支える制度をお知らせします

　

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
仕
事

内
容
や
魅
力
を
伝
え
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
人
、

市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ
る
人
な

ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
７
日
㈮　
午
後
１
時
〜

４
時

※
開
場
は
午
後
０
時
30
分
で
す
。

会
場　

さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お

み
や
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅

下
車
徒
歩
15
分
）

内
容　

基
調
講
演
、
市
町
村
職
員

（
事
務
系
・
建
築
職
）
に
よ
る
経

験
談
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

定
員　

１
、３
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

　

ttp://w
w
w
.hitozukuri.or.

　

jp/navi/event/s-forum
.

　

php

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広

域
連
合
人
材
開
発
部
市
町
村
職

員
担
当
☎
０
４
８―

６
６
４―

６
６
８
１

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
を

開
催

　

今
年
４
月
に
市
内
各
小
学
校
へ

入
学
す
る
児
童
（
平
成
19
年
４
月

２
日
〜
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
保
護
者
を
対
象
に
入
学
説

明
会
を
実
施
し
ま
す
。

用 

意　

筆
記
用
具
、
上
履
き
、
履

物
を
入
れ
る
袋

※
入
学
説
明
会
に
は
保
護
者
の
み

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

対
象
児
童
の
い
る
ご
家
庭
に
は

入
学
通
知
書
と
説
明
会
の
案
内
通

知
を
１
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
、
詳

細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
学
校
教
育
課
☎
㉕
１
１
４
９

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す

新
入
学
児
童
入
学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

◆新入学児童入学説明会日程◆

学校名 実施日 受付時間

本庄東小学校 ２月６ 日㈭ 午後１時50分～２時10分

本庄西小学校 １月31日㈮ 午後１時～１時15分

藤 田 小 学 校 ２月７ 日㈮ 午後１時～１時25分

仁 手 小 学 校 ２月５ 日㈬ 午後１時30分～１時40分

旭 小 学 校 ２月７ 日㈮ 午後１時30分～２時

北 泉 小 学 校 ２月７ 日㈮ 午後１時30分～１時40分

本庄南小学校 ２月５ 日㈬ 午後１時30分～１時45分

中 央 小 学 校 １月31日㈮ 午後１時20分～１時45分

児 玉 小 学 校 ２月７ 日㈮ 午後１時～１時20分

金 屋 小 学 校 １月31日㈮ 午後２時～２時15分

秋 平 小 学 校 ２月５ 日㈬ 午後１時30分～１時45分

共 和 小 学 校 ２月17日㈪ 午後１時30分～１時50分

＊詳しくは、介護いきがい課☎㉕１１２７へ

事業名 対象者の要件 事業内容 本人
負担

緊急通報システム事業 おおむね65歳以上の一人暮らしで、身体上慢性的な疾
患等により、日常生活を営む上で常時注意を要する人 緊急通報システムを設置 あり

徘徊高齢者探知事業 おおむね65歳以上の在宅の認知症高齢者及びその家族
等 携帯用端末を貸与　 あり

要介護高齢者紙おむつ
支給事業

介護保険で要介護４又は５に認定されている60歳以上
の在宅生活の高齢者で、失禁の状態にある人

毎月自宅へ紙おむつ等を配
送 なし

要介護高齢者介護手当
支給事業

介護保険で要介護４又は５に認定されている60歳以上
の高齢者を同住所で同居して常時介護している人

月額8,000円を支給
（入院・ショートステイ等
を16日以上利用した月は
支給対象外）

なし

家族介護慰労金支給事業

①～③全てに該当する高齢者を同住所で同居して常時介
護している市民税非課税世帯の家族
①要介護４又は５に認定されてから１年以上経過
②過去１年間に介護保険サービスを利用していない
③過去１年間に、１か月以上継続して入院していない

１世帯に年額10万円を支給 なし

子育て家庭を支援する制度
（特別）児童扶養手当・児童手当をご存じですか

　

市
で
は
、
保
育
料
の
滞
納
対
策

と
し
て
児
童
手
当
支
払
い
分
を
保

育
料
へ
充
当
す
る
特
別
徴
収
を
２

月
支
払
い
分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
退
所
し
て
い
る

児
童
の
保
育
料
を
児
童
手
当
か
ら

特
別
徴
収
す
る
こ
と
や
、
滞
納
の

な
い
他
の
兄
弟
姉
妹
の
児
童
手
当

を
滞
納
の
あ
る
児
童
の
保
育
料
に

充
当
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
徴
収
と
は
、
児
童
手
当
受

給
者
の
承
諾
を
必
要
と
せ
ず
に
、

納
付
期
限
を
迎
え
て
い
な
い
保
育

料
へ
充
当
で
き
る
制
度
で
す
。

対 

象　

次
の
①
〜
③
全
て
に
該
当

す
る
人

①
市
が
支
払
う
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人

②
特
別
徴
収
決
定
日
ま
で
の
過
去

１
年
間
の
保
育
料
を
３
か
月
以

上
滞
納
し
て
い
る
人

③
督
促
状
・
催
告
書
等
を
送
付
し

て
も
納
付
又
は
納
付
の
相
談
が

な
い
人
又
は
納
付
相
談
後
、
分

納
誓
約
を
し
て
い
て
も
納
付
計

画
ど
お
り
に
納
付
が
な
い
人

条 

件　

対
象
者
に
納
付
通
知
を
送

付
後
、
納
付
期
限
内
に
納
付
又

は
納
付
相
談
が
な
い
場
合
に
特

別
徴
収
決
定
を
行
い
ま
す
。

※
充
当
対
象
保
育
料
よ
り
も
徴
収

対
象
児
童
手
当
分
が
多
い
場
合
に

は
、
差
額
分
を
指
定
の
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
ま
た
、
充
当
対
象

保
育
料
が
多
い
場
合
に
は
、
差
額

分
の
保
育
料
の
納
付
書
を
送
付
し

ま
す
。

２
月
支
払
い
分
か
ら
開
始

　

保
育
料
滞
納
者
へ
の
児
童
手
当
を

　

保
育
料
へ
充
当
し
ま
す

★
子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
２
８

児童手当支払月 特別徴収決定日 充当対象保育料

２月（平成25年10月分～
平成26年１月分） １月６日㈪ 平成26年２月分

６月（平成26年４月分～
５月分） ５月７日㈬ 平成26年６月分

10月（平成26年６月分～
９月分） ９月５日㈮ 平成26年10月分

特別児童扶養手当 児童扶養手当 児童手当

内
容

精神又は身体に一定の障害があ
る子どもを育てている人に手当
を支給

父又は母と生計を同じくしない
子どもを育てている人等に手当
を支給

児童の家庭等における生活の安定及び健全
育成のために、児童を育てている人に手当
を支給

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

精神又は身体に一定の障害があ
る20歳未満の子どもを育ててい
る人
※子どもが障害による公的年金
を受け取ることができる場合、
又は施設などに入所している場
合は受けられません

離婚・未婚・死別などの理由に
より、父又は母と生計を同じく
しない子どもを育てている人や
父又は母に一定の障害がある子
どもを育てている人
※公的年金を受け取ることがで
きる場合、又は子どもが施設な
どに入所している場合は受けら
れません

中学校修了前（15歳になる日以後の最初の
3月31日まで）の児童を育てている人で、
家計を支えている人
※請求者は、保護者のうち、より児童の生
計を維持する程度の高い人（所得が高い人）
です
※公務員の人は、職場で申請してください。

※ただし、一定以上の所得があるときは受けられません

月
額

●重度障害の子ども１人につき
月額50,050円

●中度障害の子ども１人につき
月額33,330円

●子ども１人の場合　
月額41,140円

●子ども２人の場合
月額に5,000円加算

●３人以上の場合
１人につき月額に3,000円加算
※所得に応じた支給停止措置（減
額）があります。

＜所得制限限度額未満の場合＞
●３歳未満の児童１人につき

　月額15,000円
●３歳以上小学校修了前
　…第1･2子１人につき 月額10,000円
　…第3子以降１人につき 月額15,000円
●中学生１人につき  月額10,000円
※第○子とは、18歳になる日以後の最初の
3月31日までの児童の順番です。

＜所得制限限度額以上の場合＞
●一律　　　　　　　　　　月額5,000円
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　学校、病院、工場、事業所、店舗その他多数の者が出入し、勤務し、又は居住する建物（収容される者の数が、
不特定の者を収容する建物は30人以上、グループホームなどの社会福祉施設等は10人以上、その他の建物は
50人以上）には、消防法で定める資格を有する防火管理者を置かなければなりません。
　この資格を取得するための講習会を次のとおり開催いたします。

日時　２月25日㈫・26日㈬　午前９時30分～午後４時50分
会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
定員　70人（先着順）　　
費用　4,000円
申 込  ２月３日㈪から、所定の申込書に必要事項を記入し、証明写真（縦2.5cm横2.0cm）を添付のうえ、直
接児玉郡市広域消防本部予防課へ提出（土・日・休日を除く午前９時から午後４時30分まで）
※申込書は、児玉郡市広域消防本部及び各消防署で配布します。また、児玉郡市広域市町村圏組合ホームペー
ジ（http://www.kodamakouiki.jp）からもダウンロードできます。
★児玉郡市広域消防本部予防課☎72４６５４

　
市
で
は
ス
ポ
ー
ツ・レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
推
進
の
た
め
、
実
技

指
導
や
指
導
助
言
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
事
業
へ
協
力
す
る
教
育
委
員
会

委
嘱
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
非

常
勤
特
別
職
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
者
（
学
生
を
除
く
）

※
す
で
に
他
の
審
議
会
等
３
機
関

以
上
の
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
る

人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３

月
31
日

募
集
人
員　

４
人

報
酬　

６
、
２
０
０
円
（
日
額
）

選
考
方
法　

書
類
選
考

応
募
方
法　

所
定
の
書
類
（
体
育

課
で
配
布
）
を
作
成
し
、
原
稿

用
紙
等
に
「
本
庄
市
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」

を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
て

郵
送
又
は
直
接
体
育
課
（
市
役

所
４
階
）
へ
提
出

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

郵
送
先

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
教
育
委
員
会
体
育
課

応
募
締
切　

２
月
７
日
㈮（
必
着
）

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

を
募
集
し
ま
す

期
間　

１
月
10
日
㈮
〜
２
月
10
日

㈪
対
象

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

②
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

有
す
る
人

③
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

④
こ
の
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す

る
人

閲
覧
場
所　

企
画
課
（
市
役
所
３

階
）、
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民

館
内
）、
総
務
課
（
総
合
支
所
仮

庁
舎
）、
図
書
館
（
本
館
・
児
玉

分
館
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

閲
覧
時
間　
各
閲
覧
場
所
の
開
庁・

開
館
時
間

意
見
の
提
出
方
法　

所
定
の
用
紙

（
各
閲
覧
場
所
で
配
布
又
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
直
接
又
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
、電
子
メ
ー
ル
（gakusy

u@
city.honjo.lg.jp

）
で
左

記
へ

提
出
先　

　

〒
３
６
７―
０
０
３
１

　

本
庄
市
北
堀
１
４
２
２

　

本
庄
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
（
中
央
公
民
館

内
）

意
見
の
取
り
扱
い

・
意
見
に
対
す
る
考
え
方
及
び
修

正
案
は
、
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

・
類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て

公
表
し
ま
す
。

・
住
所
・
氏
名
等
は
公
表
し
ま
せ

ん
。

・
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は

し
ま
せ
ん
。

★
生
涯
学
習
課
☎
㉒
３
２
４
８
・

え
㉓
１
６
７
７

「
第
２
次
本
庄
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
」（
改
定
案
）

に
つ
い
て
み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

甲種防火管理者資格取得講習会を開催

　

市
で
は
本
年
度
で
計
画
期
間
が
終
了
す
る
「
本
庄
市
生
涯
学
習
推
進

計
画
」
の
改
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
改
定
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
案
に
対
す
る

み
な
さ
ん
の
意
見
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

広
告
媒
体　

広
報
ほ
ん
じ
ょ
う

（
毎
月
１
日
発
行
）

募
集
期
間　
１
月
24
日
㈮
ま
で（
必

着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
「
く
ら
し
の
情
報

す
て
ー
し
ょ
ん
」
の
ペ
ー
ジ
の

最
下
段

②
募
集
枠
数　

６
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

お
お
む
ね
縦
52
㎜
×
横
86
㎜

④
刷
色　

単
色
（
黒
）

⑤
広
告
料
（
１
枠
当
た
り
）

　

３
号
分
に
つ
き
３
０
、
０
０
０

　

円
⑥
掲
載
期
間　
４
月
〜
６
月
号（
３

号
分
）

※
４
月
号
か
ら
１
年
間（
12
号
分
）

の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
（
６
号

分
、
９
号
分
の
申
し
込
み
も
併
せ

て
受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

申
込　

次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

接
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係（
市

役
所
３
階
）
へ
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
秘
書

広
報
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
も
の
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③
業
務
内
容
等
が
わ
か
る
書
類（
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

④
納
税
証
明
書
（
申
込
者
が
市
外

の
場
合
）

郵
送
先

　

〒
３
６
７―

８
５
０
１

　

本
庄
市
本
庄
３―

５―

３

　

本
庄
市
役
所
秘
書
広
報
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
等
に

よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
本
庄
市
有
料
広

告
事
業
取
扱
要
綱
」
及
び
「
広
報

ほ
ん
じ
ょ
う
広
告
掲
載
基
準
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
秘
書
広
報
課
及

び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

「
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
財
源
の
確
保
等
を
目
的
に
、
有
料

広
告
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
月
３
２
、
５
０
０
部
発
行
の
「
広

報
ほ
ん
じ
ょ
う
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。

公
売
の
方
法　

入
札

入
札
日
時　

３
月
19
日
㈬　

午
前

11
時
〜
11
時
20
分

開
札
日
時　

３
月
19
日
㈬　

午
前

11
時
21
分

売
却
決
定
日
時　

３
月
26
日
㈬　

午
前
10
時

入
札
・
開
札
・
売
却
決
定
場
所

　

市
役
所
５
階
５
０
２
会
議
室

※
公
売
公
告
兼
見
積
価
額
公
告（
写

し
）、
そ
の
他
関
係
書
類
は
、
左
記

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

★
債
権
回
収
対
策
室
☎
㉕
１
１
８

８ 差
押
財
産
の
公
売
を
実
施
し

ま
す

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付 ［納期限：１月31日㈮］

・市県民税　４期　　・国民健康保険税　７期
・介護保険料　７期　・後期高齢者医療保険料　７期

口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

市税夜間収納窓口のお知らせ

日時　１月６日㈪・２月５日㈬　午後５時15分～７時
場所　・市役所１階　　　収納課☎㉕１１２０
　　　・総合支所仮庁舎　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　　　☎72１３３３

老人福祉センターつきみ荘の休館日 ☎㉒３６９６
６日㈪・14日㈫・20日㈪・27日㈪・２月３日㈪・10日㈪
余熱利用施設湯かっこの休館日 ☎㉒８１２６
６日㈪・14日㈫・20日㈪・27日㈪・２月３日㈪・10日㈪
ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程

３日㈮～８日㈬、17日㈮～21日㈫

　昨年６月に開催した公開シンポジウム「旧本庄商
業銀行煉瓦倉庫の保存・活用を考える」の内容等を
踏まえ、市が検討した建物の耐震改修方針等の報告
と施設の利活用や運営方法に関する意見交換会を行
います。みなさんのお越しをお待ちしています。

日 時　２月９日㈰　午後２時～
４時30分
会場　市役所６階大会議室
コーディネーター
　 佐藤　宏亮　先生（早稲田大
学創造理工学部建築学科助教）
定員　100人程度（先着順）
＊ 申し込みは不要です。当日直
接会場へお越しください。
★企画課☎㉕１１５７

「旧本庄商業銀行煉瓦倉庫の利活用と
運営方法を考えよう！」を開催

※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用
口を、総合支所仮庁舎へお越しの際は正面玄関をご利
用ください。

意見交換会

所在 面積 用途地域等

土
地

児玉町児玉字外
並木2473番ほ
か

11,102.48㎡
非線引都市
計画区域・
第一種住居
地域建

物
児玉町児玉字外
並木2478番地
1ほか

1,169.93㎡
（3棟）

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫

公売する財産



　＝行事案内　　　＝会員募集募行
みなさんの情報交換の場

★ ２月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真を募集中です。顔のはっきり写った
お子さんの写真、氏名、ふりがな、住所、生年月日、40字以内のコメント、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記の宛先へ郵送又は直接持参してください。（応募多数の場合抽選）
※応募いただいた写真は返却できません。１月生まれのみんな

あて先 〒367-8501　本庄市本庄３-５-３　本庄市役所秘書広報課広報広聴係
☎㉕1155　※締め切りは１月15日㈬必着です。平成26年1月1日号15 14

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

既成市街地の課題への取り組み

セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館
の
お
知

ら
せ

（
広
告
）

（
広
告
）

　

セ
ル
デ
ィ（
児
玉
中
央
公
民
館
・

児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分

館
）
は
１
月
27
日
㈪
を
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
セ
ル
デ
ィ
☎
72
８
８
５
１

　

１
月
26
日
㈰
に
行
わ
れ
る
本
庄

市
長
選
挙
及
び
本
庄
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
で
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー

が
投
票
所
に
な
る
た
め
、
館
内
の

体
育
遊
戯
室
は
次
の
期
間
利
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日 

時　

１
月
24
日
㈮
午
後
１
時
〜

１
月
25
日
㈯
終
日

※
館
内
の
図
書
室
及
び
前
庭
は
利

用
で
き
ま
す
。

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

停
止
日　

２
月
８
日
㈯

　

市
庁
舎
の
電
気
点
検
に
よ
り
、

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス

　

昨
年
８
月
か
ら
開
始
し
た
「
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
に
電

子
署
名
を
利
用
し
た
次
の
手
続
き

を
追
加
し
ま
し
た
。

○
住
民
票
の
写
し
の
請
求

○ 

住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
請

求

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
申
請
す
る
た
め
に
は

次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

・ 

電
子
証
明
書
が
付
加
さ
れ
た
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・ 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
（
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
情
報

を
読
み
取
る
機
器
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内「
本
庄
市
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

市
民
課
☎
㉕
１
１
１
３
、
情
報

シ
ス
テ
ム
課
☎
㉕
１
１
８
９

テ
ム
を
一
時
停
止
し
ま
す
。
こ
の

日
は
、
窓
口
で
の
予
約
受
付
も
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

（
学
校
開
放
施
設
を
除
く
）。

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

１歳の誕生日お
めでとう！これ
からもお兄ちゃ
んたちと仲良く、
元気に育ってね！

１歳おめでとう!!
蒼衣の笑顔を見
ているだけで幸
せだよ素直で
優しく元気に育っ
てね♪

これからも、元
気で強気な、か
わいいさとくん
でいてね！おね
えちゃんより。

いろちゃん、１
歳おめでとう
元気に成長して
くれて、ありが
とう。大大
大好き

児玉郡市リズム＆なわとびクラブ
「定期発表会２０１４」

日時　１月26日㈰
　　　正午～午後３時45分
会場　市民文化会館
費用　700円（一部チャリティー）
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　榎本☎090-5530-8708

NPO AZアグリ倶楽部市民農園　
場所　千代田３丁目
区画数　４区画
費用　年間5,000円（50㎡）
問い合わせ　飯塚☎090-3086-0358

　本庄ジュニアダンススクール
ひまわり

（子どものための社交ダンスレッスン）

日時　毎週木曜日
　　　午後７時30分～８時45分
場所　インフォメーションセンター
　　　（本庄駅内）
対象　小学校１年生～高校３年生
費用　月会費1,000円
問い合わせ　山中☎㉒7530

でんごん広場

行

募

茂
もて

木
ぎ

　蒼
あお

衣
い

ちゃん〈１歳〉
（朝日町２丁目）

吉
よし

田
だ

　知
さと

史
し

ちゃん〈１歳〉
（栗崎）

１歳おめでとう
いつもみんなに
囲まれて幸せ者
だね♪笑顔なわっ
くん、大好きだ
よ

桜
さくら

井
い

　環
わ く

空ちゃん〈１歳〉
（児玉町児玉）

山
やま

田
だ

　彩
いろ

葉
は

ちゃん〈１歳〉
（児玉町金屋）

５歳のお誕生日
おめでとう！い
つも元気いっぱ
いで笑顔のまな
が大好きだよ

菅
すが

谷
や

　愛
まな

葉
は

ちゃん〈５歳〉
（朝日町２丁目）

清
し

水
みず

陽
ひ ま り

真理ちゃん〈１歳〉
（児玉町高柳）

でんごん広場の掲載申し込み
は、秘書広報課（☎㉕1155）
へお問い合わせください。

募

　11月17日に彩の国くまがやドームで開催された「第37回
全国育樹祭」の式典行事に東小平みどりの少年団が出演し、春

から育てた冬桜の苗
木を林芳正農林水産
大臣に手渡す「緑の
贈呈」を行いました。
会場では、皇太子殿
下から団長に直接お
言葉をいただきました。

善意ありがとうございます
　「ほんじょう緑の基金」に
寄附をいただきました。
　いただいた寄附金は有効に
活用させていただきます。
　ありがとうございました。

（順不同・敬称略）
▲赤城乳業株式会社

▲沖電気工業株式会社

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
館
内
一

部
利
用
中
止
の
お
知
ら
せ

本
庄
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約

シ
ス
テ
ム
の
一
時
停
止
の
お

知
ら
せ

１
月
６
日
㈪
か
ら
「
電
子
申

請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
で
可

能
な
手
続
き
を
追
加
し
ま
し

た

　既成市街地の課題は多くの自治体の共通の悩みで
す。かつてにぎわった商店街はシャッター通りと化
し、老朽化が激しい空き家、あるいは空き家を壊し
た跡地など有効活用がなされないままの空間も増え
ています。加えて定住・交流人口の減少と高齢化が
同時に進み、自治会など地域を支える組織も維持し
ていくことが困難な状況も生じています。本庄市も
例外ではありません。
　これらの課題の背景には、①商業環境の大きな変
化、②病院や公共施設などが駐車場の確保できる郊
外に移転し、街なかに人が集まらない、③郊外への
住宅開発が進む一方、街なかの狭い路地沿いの住宅
は法的に建て替えられない、④土地や建物の私権が
からみ合い、再開発などを行おうとしても膨大な時
間と財政負担がかかる、など一筋縄では解決できな
い複雑多様な問題が横たわっています。
　しかし、今や日本は超高齢化と人口減少の時代。
郊外にばかり市街地を広げるより、むしろ交通至便
な駅の周辺などの既成市街地へ人々の定住を改めて

お
知
ら
せ

促し、将来にわたる持続可能な都市を形成していく
ことが求められています。
　そのためには、既成市街地の課題への多角的なア
プローチや工夫が必要です。歴史ある街なかにこそ
存在する文化的な建造物の価値を再認識して活用を
図り、その周辺についても風情ある街並みの形成を
誘導する。空き家条例と補助制度のセットで廃屋の
解体を進め、跡地に地域住民や街に来る人が交流し
憩える場をつくる。狭い路地にしか面していない土
地は、周辺と一体的に小さな開発事業を行えるよう
民間の土地活用を促す。また郊外に出てしまった公
共施設などを集約して市街地に戻し、あわせて空き
店舗の有効活用を進め、街なかで暮らすための都市
機能の向上を図るなど。
　今年度末には本庄早稲田駅前周辺のUR都市再生機
構によるインフラ整備が一つの区切りを迎えます。市
では今後まちづくりの新たな段階として、既成市街
地のさまざまな課題に果敢に取り組んでまいります。

に、東小平みどりの少年団
　　　　　が出演しました！



（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

（
広
告
）

平成26年1月1日号 16

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

17

平
成
25
年
度
児
玉
郡
市
手
話

通
訳
者
認
定
試
験
を
実
施

日
時　
２
月
22
日
㈯　
午
前
９
時
〜

会 

場　

サ
ン
デ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

内 

容　

筆
記
・
実
技
試
験
、
面
接

（
埼
玉
県
登
録
手
話
通
訳
者
と

手
話
通
訳
士
資
格
を
有
す
る
人

は
筆
記
・
実
技
試
験
免
除
）

応 

募
資
格　

平
成
26
年
４
月
１
日

現
在
満
65
歳
以
下
の
児
玉
郡
市

手
話
通
訳
者
養
成
講
座
修
了
者

又
は
同
程
度
以
上
の
技
術
保
持

を
推
定
さ
れ
る
人

応 

募
方
法　

所
定
の
申
請
書
を
本

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
提
出 

※
申
請
書
は
１
月
６
日
㈪
か
ら
本

庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
し

ま
す
。

応 

募
期
間　

１
月
14
日
㈫
〜
24
日

㈮　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒

７
２
７
５
・
Ｆ

㉒
７
３
０
９

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
15
歳

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
等
を
支

給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
に
は
、
保
護
者
に
よ
る
事

前
の
登
録
が
必
要
で
す
。
原
則
と

◎
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
お
菓
子
作

り
」
教
室

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
、
手

作
り
し
た
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
２
月
８
日
㈯　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
又
は

バ
ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、

持
ち
帰
り
容
器
、
上
履
き

申 

込　

１
月
28
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー

へ
◎
元
気
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

日 

時　
２
月
22
日
㈯　
午
後
２
時
〜

３
時

対
象　

小
学
生

内 

容　

指
導
員
手
作
り
の
遊
び
道

具
を
使
用
し
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
く
体
を
動
か
す

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用 

意　

上
履
き
、
汗
拭
き
用
タ
オ

ル
＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★ 

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
０

４
２
０

「
第
44
回
セ
ル
デ
ィ
ピ
ア
ノ
試

弾
会
」
を
開
催

子
ど
も
医
療
費
の
登
録
は
お

済
み
で
す
か

し
て
、
登
録
申
請
を
し
た
日
か
ら

支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
出

生
日
や
転
入
日
の
翌
日
か
ら
15
日

以
内
に
申
請
す
る
と
、
出
生
日
や

転
入
日
の
当
日
か
ら
支
給
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

　

登
録
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
２
階
）、

市
民
福
祉
課（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）

で
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受

給
者
証
」
を
持
っ
て
い
る
子
ど
も

は
登
録
不
要
で
す
。

必
要
な
も
の

① 

対
象
の
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

（
保
険
証
が
で
き
て
い
な
く
て

も
仮
の
登
録
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。）

②
保
護
者
名
義
の
通
帳

③
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

子
ど
も
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

・ 

緊
急
時
以
外
は
、
平
日
昼
間
の

診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

・ 

同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ

う
。

・ 

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

に
つ
い
て
、
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

★ 

子
育
て
支
援
課
☎
㉕
１
１
３
０
、

市
民
福
祉
課
☎
72
１
３
３
３

道
路
の
清
掃
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
（
彩
の
国
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー

ト
）
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

埼
玉
県
で
は
、
県
道
な
ど
の
歩

道
で
清
掃
や
花
植
え
を
行
っ
て
い

た
だ
く
地
域
住
民
・
学
校
・
企
業

な
ど
の
活
動
団
体
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
県
と
地
元
市
町
村
が
み
な

さ
ん
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

　

ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
は
街
づ
く
り
、

地
域
貢
献
、
教
育
な
ど
活
動
者
の

意
識
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

《
要
件
》

○
清
掃
活
動

回
数　

年
４
回
以
上

人
数　

５
人
以
上

内
容　

ご
み
拾
い
な
ど
の
清
掃

範 
囲　

県
管
理
道
（
歩
道
）
１
０

０
メ
ー
ト
ル
以
上
（
そ
の
他
の

道
路
を
含
む
場
合
に
は
県
管
理

道
の
半
分
以
下
）

○
美
化
活
動

人
数　

５
人
以
上

内 

容　

花
植
え
や
水
や
り
な
ど
植

物
の
維
持
管
理

範 

囲　

植
樹
帯
10
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上

《
県
・
市
町
村
の
支
援
内
容
》

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
名
を
入
れ

た
表
示
板
を
歩
道
に
設
置

・ 

軍
手
、
ほ
う
き
、
ち
り
と
り
な

ど
の
清
掃
用
具
の
支
給
と
貸
与

・ 

活
動
中
の
万
が
一
の
け
が
や
事

故
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
に
加
入

・
回
収
し
た
ご
み
の
処
理

申 

込　

申
込
書
（
本
庄
県
土
整
備

事
務
所
で
配
布
又
は
左
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

本
庄
県
土
整
備
事
務
所
に
提
出

※
埼
玉
県
道
路
環
境
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.pref.saita

m
a.lg.jp/soshiki/l06/

）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
道
路
環
境
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

５
１
０
３

「
第
８
回
中
学
生
ま
ち
づ
く
り

議
会
」
を
開
催

　

将
来
を
担
う
市
内
の
中
学
生
議

員
20
人
が
、
通
常
の
市
議
会
と
同

じ
よ
う
に
一
般
質
問
な
ど
を
行
い

ま
す
。
市
政
に
対
し
て
率
直
な
意

見
を
述
べ
る
中
学
生
の
議
会
を
議

場
で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

１
月
31
日
㈮　

午
後
２
時

30
分
〜

会
場　

本
庄
市
議
会
議
場

※
議
会
事
務
局
で
受
付
を
し
て
か

ら
入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

確
認
し
ま
し
ょ
う
！
最
低
賃
金

　

埼
玉
県
最
低
賃
金
が
平
成
25
年

10
月
20
日
か
ら
時
間
額
７
８
５
円

に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て

は
左
記
の
表
の
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

特定（産業別）最低賃金 時間額（円） 発効日
非鉄金属製造業 ８４２

平成25年
12月15日

電子部品・デバイス・
電子回路、電気機械器具、
情報通信機械器具製造業

８４６

輸送用機械器具製造業
８５７光学機械器具・レンズ、

時計・同部分品製造業
各種商品小売業 ８１０
自動車小売業 ８５７

＊ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
埼
玉
労
働

局
賃
金
室
（
☎
０
４
８―

６
０

０―

６
２
０
５
）
又
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
へ

環
境
影
響
評
価
に
係
る
事
後

調
査
書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に

基
づ
き
、
本
庄
都
市
計
画
本
庄
新

都
心
土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る

事
後
調
査
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
書
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

縦
覧
の
日
時
・
場
所

期 

間　

１
月
21
日
㈫
〜
２
月
21
日

㈮　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分
（
土
・
日
・
休
日
を
除
く
）

場 

所　

市
拠
点
整
備
推
進
課
、
埼

玉
県
環
境
政
策
課
、
埼
玉
県
北

部
環
境
管
理
事
務
所
、
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
本
庄
都
市
開
発
事
務
所

ほ
か

※
事
後
調
査
書
は
、
埼
玉
県
環
境

政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
site/asesu/

）か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

★ 

埼
玉
県
環
境
政
策
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
０
４
１
、
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
本
庄
都
市
開
発
事
務
所

☎
㉓
４
７
０
０

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金

の
補
助
制
度
」
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
小
規
模
事
業
者
の
育

成
と
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
増
進

を
目
的
に
、
事
業
者
が
支
出
す
る

退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

補 

助
対
象
（
次
の
①
〜
④
す
べ
て

に
該
当
す
る
事
業
者
）

① 

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
お
お

む
ね
20
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
５
人
）
以
下
の
事
業
者

② 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
契
約
又

は
特
定
退
職
金
共
済
契
約
を
し

て
い
る
事
業
者

③ 

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
１
年

以
上
の
事
業
実
績
を
持
ち
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
事
業
者

④ 

こ
れ
ま
で
に
補
助
制
度
を
利
用

し
た
こ
と
の
な
い
事
業
者

期
間　

３
年
間
（
継
続
）

補 

助
金
額　

加
入
従
業
員
１
人
に

つ
き
１
年
間
あ
た
り
２
、
４
０

０
円
（
上
限
）

申 

込　

１
月
31
日
㈮
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
商
工
課
へ

※
必
要
書
類
等
に
つ
い
て
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

「
介
護
者
教
室
」
を
開
催

日 

時　

１
月
29
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会 

場　

児
玉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内 

容　

介
護
の
知
識
や
注
意
点
を

学
び
、
高
齢
者
疑
似
体
験
キ
ッ

ト
で
加
齢
に
よ
る
体
の
変
化
を

体
験
す
る

申 

込　

１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

児
玉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
72
５
８
２
８
、
介
護
い
き
が

い
課
☎
㉕
１
１
２
７

催　

し
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介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

「
日
帰
り
川
越
満
喫
ツ
ア
ー
」

参
加
者
を
募
集

　

観
光
し
な
が
ら
介
護
の
悩
み
や

体
験
な
ど
の
情
報
交
換
を
し
て
、

気
分
転
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
２
月
７
日
㈮　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

集 

合
場
所　

本
庄
市
社
会
福
祉
協

議
会

対 

象　

在
宅
で
高
齢
者
の
介
護
を

し
て
い
る
人

内 

容　

喜
多
院
・
時
の
鐘
見
学
、

一
番
街
で
昼
食
、
菓
子
屋
横
丁

散
策
等

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

申 

込　

１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　

短
い
ラ
ケ
ッ
ト
・
ス
ポ
ン
ジ
玉

付
シ
ャ
ト
ル
で
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
楽
し
く
運
動
で
き
ま
す
。

　

１
人
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日 

時　

２
月
６
日
か
ら
20
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回　

午

後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

対 

象　

小
学
生
以
上
の
市
内
在
住・

在
勤
・
在
学
者

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用 

意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
で

左
記
へ
（
※
電
話
申
込
の
み
）

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
バ
レ
ン

タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り
」
を
開
催

　

か
わ
い
い
手
作
り
チ
ョ
コ
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時　
２
月
８
日
㈯　
午
前
10
時
〜

対
象　

小
学
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
０
０
円

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
バ

ン
ダ
ナ
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申 

込　

１
月
25
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
㉑
９
８

２
０

精
神
保
健
学
習
会
「
ご
存
知
で

す
か
？
統
合
失
調
症
」
を
開
催

　

統
合
失
調
症
は
、
最
も
よ
く
あ

る
心
の
病
気
で
す
。
病
気
の
特
徴
、

対
応
の
コ
ツ
等
基
本
的
な
内
容
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　

２
月
12
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講 

師　

岡
崎　

亘
平　

氏
（
障
害

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト

フ
ル
川
口
精
神
保
健
福
祉
士
）

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

対 

象　

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族
、

関
係
機
関
職
員
、
関
心
の
あ
る

人
定
員　

35
人
（
先
着
順
）

申 

込　

１
月
20
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
㉒
６
４
８
１

人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

タ
レ
ン
ト
や
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

怪
談
家
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
稲
川
淳
二
氏
を
迎
え
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日 

時　

２
月
15
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
15
分
（
午
後
１
時

開
場
）

会
場　

セ
ル
デ
ィ

※
当
日
は
、
ロ
ビ
ー
で
人
権
標
語

の
展
示
を
行
い
ま
す
。

講
師　

稲
川　

淳
二　

氏

テ
ー
マ　
「
大
切
に
思
う
も
の
」

費
用　

無
料

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。
車
で

の
乗
り
合
わ
せ
や
徒
歩
等
で
の
ご

来
場
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★ 

市
民
活
動
推
進
課
☎
㉕
１
１
１

８

川
の
博
物
館
に
出
か
け
て
み

ま
せ
ん
か

①
お
ひ
な
さ
ま
つ
く
り

日 

時　

２
月
９
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

内 

容　

折
り
紙
な
ど
を
使
用
し
て
、

か
わ
い
ら
し
い
お
ひ
な
さ
ま
を

作
る

費
用　

無
料

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

②
１
月
企
画
展
「
魚
（
う
お
）
の

み
ち
」

日 

時　

１
月
25
日
㈯
〜
２
月
23
日

㈰
内 

容　
「
魚
道
」
の
役
割
や
実
例
、

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

《
①
②
共
通
》

入
館
料　

４
０
０
円
（
一
般
）

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★ 
埼
玉
県
立
川
の
博
物
館
☎
０
４

８―
５
８
１―

７
３
３
３

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
中
堅
社
員
な
ど
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

２
月
12
日
㈬
・
13
日
㈭　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
〜
午

「
幹
部
候
補
育
成
研
修
」〜
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
、
先
を
見

据
え
た
問
題
解
決
、
戦
略
的
視

点
か
ら
の
発
想
〜
を
開
催

後
４
時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

仕
事
の
管
理
や
問
題
解
決

能
力
の
向
上
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
後
輩
育
成
指
導
な
ど
を
討

議
や
演
習
を
交
え
て
習
得

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

１
２
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

２
月
４
日
㈫
ま
で
に
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

求
人
企
業
合
同
面
接
会
〜
採

用
担
当
者
と
直
接
話
し
て
み

ま
し
ょ
う
〜
を
開
催

　

予
約
不
要
、
入
退
場
自
由
の
合

同
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
１
月
17
日
㈮　
午
後
１
時
〜

４
時
（
受
付
は
正
午
〜
午
後
３

時
30
分
ま
で
）

会 

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い
た

ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１―

７―

５
）

対 
象　

平
成
26
年
３
月
に
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
人
又
は
１
〜
３
年
以
内
の

既
卒
者

用
意　

履
歴
書
（
複
数
）

※
来
場
者
に
は「
参
加
企
業
一
覧
」

を
配
布
し
ま
す
。

＊ 

詳
し
く
は
、
埼
玉
県
雇
用
対
策

協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http:

//w
w
w
.kotaikyou-saita

m
a.ne.jp/

）
又
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎
０

４
８―

６
４
７―

４
１
８
５

「
口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
講

習
会
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

歯
と
口
を
鍛
え
て
、
い
つ
ま
で

も
口
で
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ

と
を
め
ざ
す
口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
体
験
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

① 

児
玉
町
本
町
自
治
会
館
会
場　

１
月
23
日
㈭

② 

朝
日
町
自
治
会
館
・
小
島
南
自

治
会
館
会
場　

１
月
30
日
㈭

《
①
②
共
通
》

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

費
用　

無
料

＊
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
各
会
場
は
駐
車
場
が
な
い
た
め
、

徒
歩
等
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

★ 

口
腔
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
☎
０
８
０―

９
５
７

３―

２
７
９
６
、
介
護
い
き
が

い
課
☎
㉕
１
１
２
７

　

認
知
症
や
知
的
障
害
を
お
持
ち

の
人
の
財
産
を
管
理
し
、
そ
の
人

に
必
要
な
医
療
、
介
護
、
住
ま
い
、

旅
行
等
の
手
配
を
通
じ
本
人
を
幸

せ
に
す
る
後
見
人
の
実
務
と
、
市

民
が
後
見
人
に
な
っ
て
地
域
を
支

え
る
市
民
後
見
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
つ

い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

日 

時　
２
月
15
日
㈯　
午
後
２
時
〜

５
時
（
受
付
は
午
後
１
時
40
分

か
ら
）

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

講 

師　

宮
内　

康
二　

氏
（
東
京

大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン

タ
ー
市
民
後
見
研
究
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
特
任
助
教
）

内 

容　

意
外
と
身
近
な
成
年
後
見・

市
民
で
担
う
地
域
後
見

定 

員　

１
０
０
人
（
多
数
の
場
合

抽
選
）

費
用　

無
料

申 

込　

２
月
12
日
㈬
ま
で
に
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電
話

番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

「
地
域
の
医
療
と
健
康
を
考
え

る
会
」
講
演
会
を
開
催

日 

時　
２
月
20
日
㈭　
午
後
２
時
〜

４
時

会 

場　

熊
谷
地
方
庁
舎
４
階
大
会

議
室
（
熊
谷
市
末
広
３―

９―

１
）

対 

象　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
興
味
の
あ

る
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
を
検

討
し
て
い
る
人

費
用　

無
料

申 

込　

２
月
13
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

本
庄
事
務
所
☎
㉔
１
１
１
０

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
支
援
講
座
〜

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
っ
て
な
あ
に
〜
」

を
開
催

試 

験
日　

３
月
１
日
㈯
（
１
次
試

験
）・
３
月
13
日
㈭
（
２
次
試

験
）

応 

募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
人

受 

付
期
間　

１
月
22
日
㈬
〜
31
日

㈮
＊ 

必
要
書
類
の
請
求
及
び
説
明
会

の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８―

５

２
２―

４
８
５
５

自
衛
官（
防
衛
大
学
校
生
）を

募
集

　

市
で
は
、
貼
り
紙
や
貼
り
札
、

広
告
旗
及
び
立
看
板
等
の
違
反
簡

易
広
告
物
の
除
却
活
動
を
行
う
違

反
簡
易
広
告
物
除
却
推
進
員
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格　

①
②
に
掲
げ
る
要
件

に
該
当
す
る
推
進
団
体
を
組
織

す
る
こ
と

① 

20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
が
、
構
成
員
と
し
て
２

人
以
上
い
る
こ
と

② 

構
成
員
が
要
網
第
５
条
第
１
項

に
規
定
す
る
講
習
を
受
講
す
る

こ
と

違
反
簡
易
広
告
物
除
却
推
進

員
を
募
集

＊ 

申
し
込
み
方
法
等
、
詳
し
い
内

容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
建
設
課
☎
㉕
１
１
３
５

　

本
庄
高
校
定
時
制
で
は
、10
代
〜

70
代
の
人
た
ち
が
働
き
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持
っ
て
勉
強

し
て
い
ま
す
。
定
時
制
高
校
で
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

授 

業
時
間　

午
後
５
時
25
分
〜
８

時
55
分
（
１
日
４
時
限
、
途
中

給
食
あ
り
）

修
業
年
限　

４
年

◎
平
成
26
年
度
入
試
に
つ
い
て

日 

時　

３
月
３
日
㈪（
学
力
検
査
）・

４
日
㈫
（
個
人
面
接
）

本
庄
高
校
定
時
制
の
生
徒
を

募
集

募
集
人
数　

40
人

※
２
月
１
日
㈯
に
学
校
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★ 

埼
玉
県
立
本
庄
高
校
☎
㉑
１
１

９
５

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
」
を
開
催

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
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中
央
公
民
館 

☎
㉒
２
７
９
８

◆
２
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。

◆
季
節
の
パ
ン
作
り
教
室

日
時　

１
月
28
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時

講
師　

中
央
公
民
館
職
員

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

７
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

１
月
16
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
中
央
公
民
館（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　
　

☎
72
８
８
５
１

◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
・
ヨ
ガ
教
室

日
時　

１
月
22
日
㈬
・
29
日
㈬

　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分

講
師　

Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ　

先
生
（
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ｗ
ヨ
ー
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　

ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸
と

無
理
の
な
い
ポ
ー
ズ
で
、
初
心

者
で
も
で
き
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
・

ヨ
ガ
を
紹
介

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
南
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
５

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

日
時　

１
月
30
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　

節
分
の
赤
鬼
、
梅
の
枝
付

き
、
バ
ラ
の
花
巻
き
な
ど
の
飾

り
巻
き
寿
司
を
作
る

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

日
程　

２
月
９
日
㈰
・
16
日
㈰

会
場　

エ
コ
ー
ピ
ア

参 

加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
（
卒
業
生
も
含
む
）
及

び
市
体
育
協
会
が
参
加
を
認
め

た
チ
ー
ム

競 

技
方
法　

代
表
者
会
議
に
て
決

定
参
加
費　

３
、０
０
０
円（
１
チ
ー

ム
）

参
加
チ
ー
ム
数　

16
チ
ー
ム
（
先

着
順
）

申 

込　

１
月
19
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
仮
申
込
み

※
正
式
申
し
込
み
は
、
代
表
者
会

議
で
参
加
費
を
添
え
て
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
代
表
者
会
議
の
詳
細
は
、

仮
申
し
込
み
時
に
連
絡
し
ま
す
。

＊
仮
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
内
野
（
☎
０
９
０―

７
１

８
１―

９
４
７
２
、
平
日
・
休

日
と
も
に
午
後
５
時
以
降
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を

開
催

日 

程　

２
月
２
日
か
ら
３
月
２
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

会
場　

小
山
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
第
43

回
本
庄
市
長
杯
争
奪
市
民
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
を
開
催

参
加
資
格

① 

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）の
男
子
が
主

た
る
メ
ン
バ
ー
の
チ
ー
ム

② 

市
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
加
盟

チ
ー
ム

③ 　

①
②
以
外
で
市
社
会
人
サ
ッ

カ
ー
連
盟
が
認
め
た
チ
ー
ム

※
審
判
資
格
者
を
１
名
以
上
有
す

る
こ
と
。

競
技
方
法　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

参
加
費

　

連
盟
加
盟
チ
ー
ム　
　
　

無
料

　

一
般
チ
ー
ム　

５
、
０
０
０
円

申 

込　

１
月
18
日
㈯
ま
で
に
社
会

人
サ
ッ
カ
ー
連
盟
事
務
局
・
新

井（
☎
０
９
０―
４
９
３
１―

１

４
７
６・
３norute-7@

poem
.

ocn.ne.jp

）
へ

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催「
市
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ダ
ン
ス
講
習
会
」
を
開
催

日
時　

１
月
26
日
㈰

　

受
付　

午
後
１
時

　

開
始　

午
後
１
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講 

師　

牧
野　

正
江　

先
生
（
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認

指
導
者
）

定
員　

50
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

無
料　

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

１
月
23
日
㈭
ま
で
に
電
話

又
は
直
接
体
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

ス
連
盟
・
宮
沢
（
☎
㉔
２
１
６

７
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
教
室
」
を
開
催

日 

時　

２
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日　

全
３
回　

午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講 

師　

茂
木　
多
美
子　
先
生（
日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認

指
導
者
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料　

用
意　

運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴

申 

込　

１
月
14
日
㈫
か
ら
２
月
７

日
㈮
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
レ
ク
ダ
ン

ス
連
盟
・
宮
沢
（
☎
㉔
２
１
６

７
）
へ

★
体
育
課
☎
㉕
１
１
５
２

◆
歌
声
講
座
〜
み
ん
な
で
歌
お
う

＆
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

日
時　

１
月
30
日
㈭
・
２
月
６
日

㈭　

全
２
回　

午
前
10
時
〜
正

午
講
師　

松
村　

正　

先
生

内
容　

み
ん
な
で
歌
を
歌
い
、
音

楽
を
通
じ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込　

１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
東
公
民
館 

☎
㉒
３
４
０
４

◆
手
作
り
味み

そ噌
教
室

日
時　

１
月
29
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
澤　

弘
子　

先
生

内
容　

国
産
大
豆
と
手
作
り
麹こ

う
じを

使
い
、
安
全
で
お
い
し
い
味
噌

を
作
る

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
４
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん
１
枚
、
５
㎏

入
り
位
の
持
ち
帰
り
容
器

申
込　

１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
プ
レ
ゼ
ン
ト
・
チ
ョ
コ
ス
イ
ー

ツ
作
り
教
室

日
時　

２
月
10
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　

黒
澤　

敬
子　

先
生

内
容　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
向
け
て
、

焼
き
菓
子
と
ム
ー
ス
を
作
る

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

上
履
き
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
28
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

公民館クラブ活動発表会を開催します
　日頃のクラブ活動の成果を発表します。景品やお茶な
どを用意して、みなさんのお越しをお待ちしています。
ぜひご覧ください。

◆本庄公民館　☎㉔７３８３
日時　２月１日㈯・２日㈰
　午前９時～午後４時（２日㈰は午後３時まで）
展示発表　書道、編み物、水彩画、短歌、写真、ちぎり絵、
水墨画、七宝焼、ひょうたんアートなど

◆藤田公民館　☎㉒２３３２
日時　１月18日㈯・19日㈰
　午前９時～午後４時（19日㈰は午後３時まで）
展示発表　着物リフォーム、トールペイント、日本画、ちぎ
り絵、フラワーアレンジメント、木目込み人形、クラフト
手芸、絵手紙、和紙折り紙、ビーズなど
実演発表
日　程 内　容 時　間

１月18日㈯

和紙折り紙実演 午前10時～
フラダンス実演 午前11時～
コーラスフレスカによ
る合唱

午後１時～

骨盤体操 午後２時～

１月19日㈰
トールペイント実演 午前10時30分～
コーラスローズマリー
による合唱

午後１時30分～

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

器
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
冬
の
初
心
者
陶
芸
教
室

日
時　

２
月
18
日
か
ら
３
月
18
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
３
月
４

日
を
除
く
）　

全
４
回　

午
前

10
時
〜
正
午

講
師　

栗
林　

隆
博　

先
生

定
員　

18
人
（
先
着
順
）

本
庄
西
公
民
館 

☎
㉑
８
７
８
６

◆
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
教
室
〜aulas 

de ulinaria brasileira

〜

日
時　

１
月
18
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師　

原
田　

ニ
ル
ザ　

先
生

内
容　

ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
に
触
れ

お
い
し
い
家
庭
料
理
を
楽
し
む

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
27
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
お
む
つ
ケ
ー
キ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
教

室日
時　
２
月
18
日
㈫　
午
前
10
時
〜

正
午

講
師　

福
井　

利
美　

先
生

内
容　

出
産
の
お
祝
い
に
、
紙
お

む
つ
を
重
ね
て
ケ
ー
キ
に
見
立

て
た
か
わ
い
い
お
む
つ
ケ
ー
キ

を
作
る

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

は
さ
み
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
28
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

公
民
館
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児
玉
公
民
館 

☎
72
４
７
８
９

◆
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
教
室
（
お
ひ
な

さ
ま
作
り
）

日
時　

１
月
28
日
㈫　

午
前
10
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

講
師　

青
木　

京
子　

先
生

内
容　

羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
か
わ
い

い
お
内
裏
さ
ま
と
お
ひ
な
さ
ま

を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込　

１
月
11
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

仁
手
公
民
館 

☎
㉒
３
５
３
８

◆
つ
み
っ
こ
料
理
教
室

日
時　

１
月
21
日
㈫　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

内
容　
つ
み
っ
こ
と
乳
製
品
を
使
っ

た
骨
太
料
理
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

１
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館 

☎
㉒
２
４
８
４

◆
手
作
り
味
噌
教
室

日
時　

１
月
22
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

中
澤　

弘
子　

先
生

内
容　

国
産
大
豆
と
手
作
り
麹
を

使
い
、
安
全
で
お
い
し
い
味
噌

を
作
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
４
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん
１
枚
、
５
㎏

入
り
位
の
持
ち
帰
り
容
器

申
込　

１
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
キ
ム
チ
漬
け
教
室

日
時　
（
①
又
は
②
を
選
択
）

　

①
２
月
13
日
㈭　

②
20
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師　

松
本　

重
子　

先
生

内
容　

本
場
韓
国
直
伝
の
キ
ム
チ

の
素
を
手
作
り
し
て
、
お
い
し

い
キ
ム
チ
を
作
る

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円

共
和
公
民
館 

☎
72
０
３
３
７

◆
お
い
し
い
キ
ム
チ
作
り
教
室

日
時　
１
月
29
日
㈬　
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

講
師　

金　

羅
英　

先
生

内
容　

添
加
物
を
使
わ
ず
、
安
全

安
心
で
お
い
し
い
キ
ム
チ
を
作

る

旭
公
民
館 

☎
㉒
５
９
４
０

◆「
体
の
中
か
ら
生
き
生
き
元
気
」

教
室

日
時　

１
月
30
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

講
師　

田
邉　

洋
子　

先
生

内
容　
自
分
で
で
き
る
リ
ン
パ
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
話
と
実
習

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
飲
み

物

申
込　

１
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

用
意　

薄
い
ゴ
ム
手
袋
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

申
込　

１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
エ
ク
セ
ル
中

級
）

日
時　

１
月
22
日
か
ら
２
月
12
日

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
４
回

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

８
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

拭
き
用
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り
容

器
、
ジ
ッ
パ
ー
袋
（
大
）、
ビ

ニ
ー
ル
手
袋

申
込　

１
月
11
日
㈯
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

◆
親
子
で
作
る
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・

ト
リ
ュ
フ
作
り
教
室

日
時　
２
月
11
日
㈷　
午
前
10
時
〜

正
午

講
師　

今
村　

悦
子　

先
生

内
容　

手
軽
に
で
き
て
お
い
し
い

ト
リ
ュ
フ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作

る
定
員　

小
中
学
生
の
子
ど
も
と
保

護
者
９
組
（
１
組
２
人
・
先
着

順
）

費
用　

４
５
０
円（
１
人
当
た
り
）

用
意　

ボ
ー
ル
（
中
）、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ

ル
※
子
ど
も
は
上
履
き
を
持
参

申
込　

１
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

会
場　

児
玉
公
民
館
別
館

講
師　

東　

禎
章　

先
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
込　

１
月
14
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

◆
健
康
ヨ
ガ
教
室

日
時　

２
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

の
毎
週
金
曜
日　

全
４
回　

午

後
１
時
〜
２
時
30
分

会
場　

児
玉
公
民
館
別
館

講
師　

Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ　

先
生
（
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ｗ
ヨ
ー
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

内
容　

腰
痛
予
防
に
下
半
身
を
強

化
し
、
健
康
的
な
体
を
作
る

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

用
意　

運
動
す
る
服
装
、ヨ
ガ
マ
ッ

ト
又
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

汗
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

１
月
17
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

金
・
土
の
み
受
付
可
）

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

お
は
な
し
会
（
本
館
）

た
の
し
い
お
は
な
し
会

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

本　　館☎㉔3746
児玉分館☎731783

★
本
館

日
時　
１
月
11
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分
・
25
日
㈯　

午
後
２

時
〜
２
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室

内
容　
「
お
正
月
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
お
は
な
し

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　
１
月
11
日
㈯　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　
「
お
正
月
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
お
は
な
し

協
力　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

「
語
り
の
会
言
依
」
の
み
な
さ
ん

宙富士─月と星、
そして富士山─
森 光伸 写真

日
時　
１
月
18
日
㈯　
午
後
２
時
〜

会
場　

本
館
２
階
視
聴
覚
室

日
時　

１
月
９
日
㈭
・
２
月
６
日

㈭　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　

本
館
１
階
児
童
室
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

ら
べ
う
た
な
ど

★
今
月
の
一
般
図
書

そ
れ
で
も
わ
た
し
は
山
に
登
る

 

田
部
井 

淳
子 

著

ノ
ー
ベ
ル
賞
で
た
ど
る
物
理
の
歴

史 

小
山 

慶
太 

著

別
れ
の
挨
拶 

丸
谷 

才
一 

著

今
日
は
ど
れ
に
す
る
？
86
の
お
い

し
い
雑
炊 

武
蔵 

裕
子 

著

潮
鳴
り 

葉
室 

麟 

著

科学の宝箱
ＴＢＳラジオ 編

動
物
を
守
り
た
い
君
へ

 

高
槻 

成
紀 

著

イ
ヌ
と
ネ
コ
の
体
の
不
思
議

 

斉
藤 

勝
司 

著

や
さ
し
く
わ
か
る
放
射
線

 

山
村 

紳
一
郎 

著

つ
く
ろ
う
！
食
べ
よ
う
！
行
事
食

① 

坂
本 

廣
子 

著

こ
り
す
の
か
く
れ
ん
ぼ

 

西
村 

豊 

著

大
海
原
の
決
闘
ク
ジ
ラ
対
シ
ャ
チ

 

本
木 

洋
子 

文

し
ろ
う
さ
ぎ
と
り
ん
ご
の
木

 

石
井 

睦
美 

作

★
今
月
の
一
般
図
書

晩
年
様
式
集 

大
江 

健
三
郎 

著

独
走 

堂
場 

瞬
一 

著

大
人
に
な
る
ま
で
に
読
み
た
い
15 

歳
の
詩
１ 

青
木 

健 

編

お
か
し
の
く
に
の
バ
レ
リ
ー
ナ

 

犬
飼 

由
美
恵 

文

妖
精 

百
々 

佑
利
子 

監
修

Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
つ
く
り
か
た

 

中
垣 

ゆ
た
か 

作

コ
コ
・
シ
ャ
ネ
ル

 

オ 

ヨ
ン
シ
ク 

文

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　14日㈫（振替休館日）
　　　　31日㈮（館内整理日）
 　　　　ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

内
容　
「
ぶ
ん
ぶ
く
茶
釜
」
ほ
か

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

ち
い
さ
い
こ
の
お
は
な
し
会

（
児
玉
分
館
）

日
時　

１
月
８
日
㈬
・
２
月
12
日

㈬　

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

会
場　
親
子
よ
み
き
か
せ
コ
ー
ナ
ー

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
、
手
遊
び
な
ど

世
界
遺
産
で
巡
る
フ
ラ
ン
ス
歴
史

の
旅 

松
本 

慎
二 

著

新
田
義
重 

久
保
田 

順
一 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

銀
河
鉄
道
の
夜 

宮
沢 

賢
治 

作

君
の
い
た
日
々 

藤
野 

千
夜 
著

ま
ほ
ろ
駅
前
狂
騒
曲

 

三
浦 

し
を
ん 

著

猫
を
拾
い
に 

川
上 

弘
美 

著

天
使
の
柩 

村
山 

由
佳 

著

団
塊
の
秋 

堺
屋 

太
一 

著

お
い
し
い
も
の
は
体
に
い
い

 

丹
羽 

真
清 

著

賢
者
は
幸
福
で
は
な
く
信
頼
を
選

ぶ
。 

村
上 

龍 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

神
々
の
午
睡
金
の
歌
、
銀
の
月

 

あ
さ
の 

あ
つ
こ 

作

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
王
国
も
の
が
た
り

 

小
野
寺 

久
美 

文

うさぎとかめ
ジェリー・　　
ピンクニー 作

いちばんわかりや
すい彗星のひみつ
縣 秀彦 著

日 

時　

２
月
11
日
㈷　

午
後
２
時

30
分
〜

※
当
日
、
図
書
館
は
休
館
で
す
。

会
場　

セ
ル
デ
ィ
２
階
会
議
室

演 

目　
「
こ
だ
ま
寄
席
〜
久
生
十

蘭
捕
物
帖
」

原
作　

久
生　

十
蘭

演
出　

最
中　

五
郎

語
り
手　

群
読
集
団
冬
泉
響

協 

力　

図
書
館
朗
読
の
会
ラ
・
ヴ
・

リ
、
子
育
て
応
援
団
本
庄
び
す

け
っ
と

対
象　

一
般
向
け（
小
学
生
以
上
）

定
員　

80
人
（
先
着
順
）

申 

込　

１
月
23
日
㈭
か
ら
電
話
又

は
直
接
図
書
館
本
館
へ

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。（
要
予
約
）

群
読
集
団
冬
泉
響

朗
読
公
演



環境推進課☎㉕1172
環境産業課☎721334

市民相談・県民相談　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。※市役所の受付は、午前8時30分～午後５時15分です。

司法書士に
よる相談

弁護士に
よる相談

防犯安全
ニュース

平成26年1月1日号

「送り付け商法」 に ご注意を!!

★前原児童センター☎㉑９８２０
★日の出児童センター☎㉑０４２０

○「つどいの広場」　　　 ※月・金曜日の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

　児童センターでは、乳幼児の親子が交流する広場を開催しています。
　日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（休日を除く）
　場所　 前原児童センター・日の出児童センター・児玉保健センター２階集団指導室
　※児玉会場は開催曜日が変更になることがありますので、前原児童センターへお問い合わせください。
　また、下表の日程で、親子でふれあうあそびの講座なども行います。

（１月～２月上旬）

・事前の申し込みは不要です
・ 児玉保健センターのお問い合
わせは前原児童センターへ

○子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう」）　協力：子育て応援団「本庄びすけっと」

※児玉つどいの広場の駐車場は、「児玉中学校南側駐車場」をご利用ください。

集団資源回収予定表 〈回収品目は古紙類・缶類です〉

～特定家電製品・パソコンは適正なリサイクルを！～
　不要になった特定家電製品（テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾
燥機）・パソコンは、法律でリサイクルすることが義務付けられています。これらは、
ごみとして廃棄処分できないので、収集所には出さず適正なリサイクルをお願いします。
　それぞれの処分の詳細は、環境推進課へお問い合わせください。

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

日　程
前原つどいの広場

「前原ルンルンタイム」
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ニコニコタイム」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」
午前10時～11時

１月８日㈬ お正月あそび お正月あそび たこを作ってあそぼう

１月15日㈬ 小麦粉ねんどあそび 運動あそび 誕生会とペープサート（紙人形劇）

１月22日㈬ ママビクス（講師：入美由紀先生） 誕生会とエプロンシアター 親子体操（講師：立石明子先生）

１月29日㈬ 12・１月生まれの誕生会 鬼をつくろう 絵本と工作（講師：小関清美先生）

２月５日㈬ 新聞紙あそび おひなさまをつくろう 警察官の話（パトカーが来ます）
10時30分～

2425

日　程 時　間 内　容 会　場

１月20日㈪
午前10時30分～ 11時30分

昔あそび 日の出児童センター

１月27日㈪ 昔あそび 児玉つどいの広場

２月７日㈮ 午前10時～ 11時 わらべうたあそび 前原児童センター

　頼んでもいない商品が自宅に送り付けられ、主に代引きでの
支払いを求められます。もちろん商品は「まがい物」です。
　送り付ける前に電話をし、強引に商品の購入を了承させる
ケースもあるようです。

○ママサロン　　　　　　　　　　　　　　　　協力：本庄子育てネット
日　時 会　場

１月14日・21日・28日・２月４日の火曜日　午前10時～11時30分 子育て支援センター（いずみ保育所内）☎㉒４８９１

日　　程 時　　間 回収場所等 問合わせ先
２月２日㈰ 午前９～11時 児玉中学校南側駐車場

ハートtoハート ☎㉒９３００
（佐久間さんち）１月19日㈰

午前９～11時
市役所

午後１～ ３時
１月11日㈯ 午前９～11時 本庄南公民館 佐久間さんち ☎㉒９３００

１月15日㈬ 随時受付 就労継続支援Ｂ型事業所
｢佐久間さんち｣（本庄高校北側） ポノポノ ☎㉓２１９５

～お気軽にお越しください！～

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会  場 問い合わせ

市　
　

民　
　

相　
　

談　
（
１
月
〜
２
月
）

行 政 １月16日㈭　午前10時～正午、午後１時～４時

市役所１階 市民相談室
　　　☎㉕１１１３
市民課☎㉕１１１２
　　　☎㉕１１１０法 律

１月８日㈬・15日㈬・22日㈬　午後１時～４時
◎２月の相談日
　　　　　２月５日㈬・12日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝各６人（先着順）
　　　　　２月26日㈬
　　　　　午後１時～４時　定員＝６人（先着順）

労働法律 ２月19日㈬　午後１時～４時　
定員＝６人（先着順）

不 動 産 １月10日㈮・２月14日㈮　午後１時～４時　定員＝６人
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員

年 金 １月９日㈭・２月13日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士

税 務 １月14日㈫　午後１時～４時　
相談員＝税理士

消費生活

毎週月・水・木曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工課 商工課 ☎㉕１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
☎35１２３２

人 権
１月14日㈫　午後１時～４時　 セルディ１階 小会議室

市民活動推進課 ☎㉕１１１８
１月28日㈫　午後１時～４時 市役所１階 市民相談室

家庭児童 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課 ☎㉕１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日（休日を除く）　午前９時30分～午後３時 ふれあい教室

（旧勤労会館２階）

教育支援センター 
☎㉒４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く）電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員（臨床心理士）
☎㉑７３３７

心配ごと

毎週月曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎㉔２７５５

１月６日㈪・20日㈪・２月３日㈪　午後１時～４時 児玉中央公民館１階
小会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
 ☎73１２３７

結 婚 毎週水曜日（休日を除く）　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会
☎㉔２７５５

介護の悩み １月10日㈮・24日㈮　午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎㉑８９７６へ

県
民
相
談

県 民
（行政･民事･家庭等）

毎週第１・３・４水曜日　午前９時30分～正午、
午後１時～４時　相談員＝県民相談センター職員 熊谷地方庁舎

※前日までの予約制
県民相談総合センター

☎048－830－7830
法 律 毎月第１・３・４水曜日

午後１時～４時　相談員＝弁護士

●「商品を送るから」と言われても絶対に応じない。
　（絶対に受け取らない）
● 身に覚えの無い商品の支払いをしない。払ってし
まったらクーリングオフ制度の活用を！

対策は!

ＮＯ!!と言う
勇気が被害を
防ぎます!

※各種相談は予約制
※２月の相談予約は、１月20日㈪から受付開始
　（受付開始日は電話予約のみ）

　各種相談日
●法律相談
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日
・司法書士　 〃 第３・４水曜日　
　（労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）

●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日
※今月の弁護士による法律相談は、第２水曜日のみです。

●行政相談 毎月第３木曜日
●不動産相談  〃 第２金曜日
●年金相談  〃 第２木曜日
●税務相談  〃 第２火曜日
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の
ど
（
咽
頭
）
は
、
呼
吸
と
嚥え
ん

下げ

の
共
通
の
経
路
で
あ
り
、
こ
こ

を
通
過
す
る
食
物
、
水
分
、
空
気

の
異
常
を
感
知
す
る
た
め
感
覚
が

敏
感
で
す
。
こ
れ
が
異
常
感
を
感

じ
や
す
く
な
っ
て
い
る
ゆ
え
ん
で

す
。

　

異
常
感
は
、
異
物
感
、
残
留
感
、

痛
み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
罹
病
期
間
が
長
期

に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
不
安
感

を
強
く
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。

　

異
常
感
の
原
因
は
、
大
ま
か
に

い
え
ば
次
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

①
の
ど
の
局
所
に
原
因
が
あ
る

②
全
身
に
原
因
が
あ
る

③
精
神
に
原
因
が
あ
る

　

の
ど
自
体
の
炎
症
、ア
レ
ル
ギ
ー
、

腫
瘍
、
嚢の
う

胞
の
ほ
か
、
変
形
性
頚け
い

椎つ
い

症
に
よ
り
頚
椎
自
体
が
後
方
か

ら
の
ど
を
圧
迫
、
腫
瘍
や
炎
症
等

に
よ
り
膨
脹
し
た
甲
状
腺
が
の
ど

を
前
方
か
ら
圧
迫
、
胃
食
道
逆
流

　

近
年
、
大
腸
が
ん
に
な
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん
は
、

早
期
発
見
で
き
れ
ば
９
割
以
上
が

治
り
ま
す
。
自
覚
症
状
が
無
く
て

も
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

①
大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
人

　

３
月
20
日
㈭
ま
で
に
申
し
込
ん

で
、
検
査
キ
ッ
ト
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

40
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

検 

診
内
容　

便
潜
血
検
査
（
便
を

２
日
間
採
り
、
３
月
31
日
㈪
ま

で
に
指
定
医
療
機
関
へ
提
出
）

料
金　

６
０
０
円

※
70
歳
以
上
、
市
民
税
非
課
税
世

帯
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
及
び
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者
（
今
年
度

41
・
46
・
51
・
56
・
61
歳
に
な
る

人
）
は
無
料
で
す
。

申 

込　

受
診
券
（
無
い
人
に
は
そ

の
場
で
交
付
し
ま
す
）
と
料
金

（
無
料
の
人
以
外
）
を
持
参
し
、

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市

民
福
祉
課（
総
合
支
所
仮
庁
舎
）

へ
※
検
診
は
、
年
度
内
に
１
人
１
回

の
み
受
診
で
き
ま
す
。
平
成
25
年

５
月
以
降
、
既
に
受
診
し
た
人
が

今
年
度
中
に
受
診
を
希
望
す
る
場

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

〜
年
に
一
度
の
検
診
を
〜

日 

時　
１
月
16
日
㈭　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜

４
時

会
場　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

対 

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種 

類　

全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

０
㎖
）

症
に
よ
る
胃
酸
を
原
因
と
す
る
の

ど
へ
の
障
害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

の
ど
（
咽
頭
）
の

異
常
感
に
つ
い
て

相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

１月23日㈭・２月27日㈭
午前９時30分～ 11時
※１月23日㈭は、児玉保健
センターで実施。

定員あり
各実施月の１日（１月実
施分は６日）から本庄市
保健センターへ
（※電話による育児相談は
随時受け付けています。）母乳相談 母乳に関する相談 ２月27日㈭

午前９時30分～ 11時
お
や
親
タ
マ
ゴ

はじめて生活
withベビー

母乳について、お風呂の入れ
方の実習など

２月15日㈯
午前９時30分～正午

定員あり（随時受付）
プレママ’ｓ
キッチン 栄養士の講話、調理実習 ３月20日㈭

午前９時30分～正午

●育児相談・学級　【会場】本庄市保健センター

★本庄市保健センター☎㉔2003
※ お問い合わせは、午前8時30分からです。

みんなのけんこうガイド

●コアラクラスのお知らせ　【会場】本庄市保健センター
内　容 日　時 対　象 申　込

ママといっしょに！親子ふれあい体操 ２月５日㈬
午前10時～11時30分

平成25年５月～８月
生まれのお子さんと
その保護者

各回先着15組。
１回ごとの参加もでき
ます。
１月17日㈮から本庄市
保健センターへ

赤ちゃんのこころ ２月６日㈭
午前10時～11時30分

赤ちゃんのからだ ２月18日㈫
午前10時～11時30分

楽しくおいしく！うきうき離乳食♪ ２月28日㈮
午前９時30分～正午

合
、
費
用
は
全
額
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。
直
接
医
療
機
関
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

②
今
年
度
大
腸
が
ん
検
診
を
申
し

込
み
済
で
既
に
検
査
キ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
る
人

　

検
査
キ
ッ
ト
に
便
を
採
り
、
３

月
31
日
㈪
ま
で
に
指
定
医
療
機
関

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、

検
査
キ
ッ
ト
は
無
効
に
な
り
、
受

診
で
き
ま
せ
ん
。
料
金
は
返
金
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。





































あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
の
ど
の
局
所
に

原
因
が
あ
る
場
合

②
全
身
に
原
因
が
あ
る
場
合

　

鉄
欠
乏
性
貧
血
、
更
年
期
障
害
、

糖
尿
病
、
薬
剤
の
影
響
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

③
精
神
に
原
因
が
あ
る
場
合

　

心
気
症
、
神
経
症
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
精
神
が
原
因
で
病

院
を
受
診
す
る
人
は
、
の
ど
や
頚

部
に
異
常
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
症
状
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
咽
（
喉
）
頭
異
常
感
症
と
称

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
は
っ
き
り
し
た
原
因
が

分
か
ら
な
い
場
合
も
こ
の
病
名
に

く
く
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
中
に
は
確
定
診
断
に
至
ら
な

い
腫
瘍
病
変
等
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

異
常
感
症
と
一
旦
診
断
を
受
け

て
も
、
症
状
が
軽
快
せ
ず
常
に
意

識
さ
れ
る
場
合
（
例
え
ば
食
事
の

最
中
な
ど
）
に
は
、
咽
喉
頭
あ
る

い
は
食
道
部
の
異
常
が
隠
れ
て
い

る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
た

め
、
診
断
す
る
医
師
と
も
ど
も
注

意
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
異
常
感
症
の
人
の
中
に

は
、ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ（
※
）

を
繰
り
返
し
て
い
る
場
合
も
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に

は
、
が
ん
に
対
す
る
不
安
が
大
き

い
こ
と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た

著
名
人
が
咽
喉
頭
が
ん
や
食
道
が

ん
に
罹
患
し
た
報
道
や
、
こ
れ
ら

の
が
ん
の
健
康
番
組
へ
の
取
り
上

げ
で
異
常
感
症
の
外
来
受
診
が
極

端
に
増
加
す
る
の
も
同
じ
理
由
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

初
回
の
診
察
、
検
査
で
原
因
が

見
つ
か
ら
ず
、
咽
（
喉
）
頭
異
常

感
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
数
か

月
を
お
い
て
複
数
回
、
診
察
を
受

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
際
、

医
療
機
関
を
転
々
と
変
え
て
し
ま

う
と
咽
喉
頭
の
所
見
の
変
化
を
見

逃
す
一
因
と
な
る
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。

※
ド
ク
タ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
は
、

精
神
的
・
身
体
的
な
問
題
に
対
し

て
、
医
療
機
関
を
次
々
と
、
あ
る

い
は
同
時
に
受
診
す
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

休　日　急　患　の　診　療
●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　（本庄市保健センター内☎㉓３３２２）
　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　診療科目　内科系疾患
　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　 　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
ので、確認してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢＃8000｣
　休日や夜間の子どもの急病時にご利用
ください。県内であれば、プッシュ回線
の電話や携帯電話から「＃8000」を押
すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
・ 日曜日、休日、年末年始 午前９時～翌
日午前７時

★119番は、緊急時（火災やけが人など）
の受付専用電話番号です。夜間など、時間
外に診療可能な病院については、児玉郡市
広域消防本部指令課（☎㉔1119）でご案
内していますので、ご利用ください。ただ
し、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

１月12日㈰ 高橋外科整形外科 千代田１丁目 ☎㉒６２１１

１月13日㈷ 昭 和 産 婦 人 科 駅南１丁目 ☎㉒２０２５

１月19日㈰ 高 山 整 形 外 科 見福２丁目 ☎㉒３２４５

１月26日㈰ 田 所 医 院 けや木１丁目 ☎㉒３４４５

２月２日㈰ 辻 ク リ ニ ッ ク 上里町七本木 ☎35１１１６

２月９日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎㉒３３４３

医

療

�

�

本
庄
市
児
玉
郡
医
師
会
広
報
部
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※
広
報
ほ
ん
じ
ょ
う
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　「広報ほんじょうおしらせ版１月15日号」
の発行はお休みします。
※次回の広報紙は２月１日号です。

　市のマスコット「はにぽん」にたくさんの
投票をいただき、ありがとうございました。
みなさんのおかげで総エントリー1,580キャ
ラ中、148位（得票数17,553pt）になること
ができました。

日時　３月23日㈰　午前11時～　（開場　午前10時30分）
会場　市民文化会館　料金　3,500円（全席指定）
出 演者　スギちゃん、サンドウィッチマン、ナイツ、東京０３、
Ｕ字工事、バイきんぐ、ニッチェ、エレファントジョン
※チケットは、１月18日㈯から市民文化会館及び各プレイ
ガイドで発売します。また、都合により、出演者が一部変更
になる場合があります。
★市民文化会館☎㉔２８４１

　12月8日、本庄総合公園市
民球場で埼玉西武ライオンズの
藤原選手、林崎選手、斉藤選手、
梅田選手による少年野球教室が
開催されました。
　参加した子どもたちは、憧れ
のプロ野球選手に直接指導して
もらい、楽しいひとときを過ご
しました。

スギちゃん

　12月11日、表紙写真の撮影のため、
駿ホースクラブ（新井）に行きました。
　駿ホースクラブは、馬術競技の選手
及び馬の育成や競技の普及ための活動
などを主に行っています。
　また、馬に興味があり、クラブのお
手伝いをしてくれる人を募集している
そうです。
※駿ホースクラブのみなさんと記念写
真を撮りました。ご協力いただき、あ
りがとうございました。

　11月23日、国道17号バイパス（本庄道路）のⅠ期区
間である市内国道462号から高崎市新町までの工事の着
工にあたり、国道17号（本庄道路）建設促進期成同盟会
（本庄市、上里町、深谷市、高崎市）と国土交通省関東地
方整備局の主催で「起工式」が行われました。当日は、
国会議員や県議会議員、各市町議会議員、自治会役員な
ど約300人が参加しました。

　12月14日、図書館本館で毎
年恒例のクリスマスおはなし会
が開催されました。
　クリスマスのおはなしやビデ
オ上映のほか、はにぽんと図書
館職員によるハンドベルの演奏
などが行われました。

Ｕ字工事
ナイツ

サンドウィッチマン

読みやすいユニバーサルデザイン文字

はにぽんへの投票ありがとうございました

ゆるキャラグランプリ2013

�����������

国道17号本庄道路（Ⅰ期）起工式

埼玉西武ライオンズの選手による少年野球教室

クリスマスおはなし会が開催されました


